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ご使用の前に、本書をよくお読みの上、正しくお取り扱いくだ 
さい。 

また、お読みになった後も、必要なときにすぐに見られるよう、 
大切に保管してください。 
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©株式会社セイコーアイ • インフォテック2010 
無断転載を禁じます。 

本書の内容は、断りなく変更することがあります。 


この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。 
この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

VCCI-A 


「JISC 61000 -3-2 適合品」 

JISC 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 相当たり 
の入力電流が 20A 以下の機器)」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計•製造した製品です。 


敬 i 
言 口 

紙幣、有価証券などをプリンタで印刷すると、その印刷物の使用如何に拘わらず、法律に違反し、罰せられます。 
関係法律 

刑法第148条、第149条、第162条 
通貨及証券模造取締法第1条、第2条等 






はじめに 


このたびは、 IP -7900/7700 溶剤インクカラーインクジェットプリンタ（以後、本機と呼びます）をお買 
い上げいただき、まことにあ0がとうございます。 

本機は、 USB インタフェースを搭載し、104インチ幅まで （ IP -77 ◦◦は74インチ幅まで）のメディア対応の 
溶剤インクを採用したカラーインクジェットプリンタです。 

本書、 「 IP - 7900/7700溶剤インクカラーインクジェットプリンタ応用操作ガイド」 では、主に本機の調 

整や機能設定操作について説明しています。 

ご使用の前に知っておいていただきたい情報や、電源のオン/オフ、メディア•インクのセット方法など、基 
本的な取0扱い方法に関しては、別冊の「基本操作ガイド」をご覧ください。 

なお、基本操作ガイドに記載の次の事項は、本機を正しく安全にお取0扱いいただくために、本機をご使用に 
なる前に必ずお読み<ださい。 

• 安全にお使いいただくために 
• 納入品 

• マニュアルの表記について 

また、本書はお読みいただいた後も、必要なときにすぐ見られるよ〇、大切に保管してください。 
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目的別もくじ 



基本操作ガイド 



本機を初めて使う場合にまずはお読みください。 

メディアのセット方法、印刷から印刷物の回収、使用後のメンテ 
ナンス方法など、日常的な使用方法を説明しています。 


とりあえず印刷したい！ 


参照ページ 


CQ 26 ページ 


いろんなメディアで印刷したい！ 00 52 ページ 


両面印刷をしたい！ 


□□61 ページ 


プリンタのメンテナンス方法は？ dp 66 ページ 


インクパックを交換したい！ 


CD 98 ページ 


廃インクボトルを交換したい！ 


CQ 96 ぺージ 


エラーメッセージが表示された！ QP 88 ページ 


メディアジャムになった場合は？ 0087ページ 
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05用操作ガイド 


細かい設定や調整など、本機の性能を十分に発揮させ、効果的に 
本機をご使用いただくための内容を説明しています。 


プリンタの細かい調整をしたい！ 

メディアを登録したい！ 

印刷物にスジ、カスレ、ニジミがある！ 

色切り換え (4 色— 8 色、 8 色- 4 色) をしたい！ 

プリンタの電源をオフにする場合は？ 

シートメディアに印刷するには？ 

印刷中にヒータの温度を変えたい！ 


参照べージ 

CQ 74 ページ 

CP 26ページ 

46ぺージ 

QP 60ぺージ 

CP 8ページ 

CP 37ページ 

QD 68ぺージ 
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ち < じ 

はじめに 

マニュアルの表記について 

こんなとぎは 
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7 

8 


電源をオフする s 

♦サービスクリーン 9 

♦へツ ドウ オツシュ 74 

♦へッドウォッシュ後のインク充填 79 

プリンタの情報を確認する 22 

♦インクの残量を確認したい 22 

♦メディアの残量を確認したい 23 

♦プリンタ情報を見たい 23 

♦ USB の接続状態を確認したい 24 

♦システム F / W のバージョンを確認したい 25 

♦プリンタの積算印刷距離を確認したい 25 

メディアの取り扱い 26 

♦メディアを登録したい 26 

♦登録したメディアを呼び出したい 28 

♦左右の余白をできるだけなくしたい 28 

♦メディアの張り付きをなくしたい 30 

♦メディアの浮き上がりを防止したい 30 

♦厚いメディアに印刷したい 31 

♦自動クリーニンク'のタイミングを変えたい 32 

♦登録されているメディアをコピーしたい 33 

♦メディアを送りたい/戻したい 34 

♦印刷の書き出し位置を移動させたい 36 

♦シート（カット）メディアに印刷したい 37 

プリンタの設定をする 40 

♦警告音を鳴らさないようにしたい 40 

♦システム F / W をアップデートする 47 

クリーニングオプション 42 

♦プリントヘッドを選んでクリーニングしたい42 

メディア送り補正値の管理 44 

♦印刷中にメディア送り補正値を変更する 44 

印刷モードについて 45 

こんな症状が出たら 46 

♦印刷が薄い 46 

♦印刷開始時に印刷抜けが発生する 46 


♦メディアにシワ • カールが発生する 
♦印刷物に白スジが入る 
♦印刷物に黒 スジが 入る 
♦印刷物に汚れが入る 
♦印刷物にニジミが入る 
♦印刷物の端に縦スジが入る 
♦印刷物の左右で異なるスジが入る 


47 

48 

49 
57 

53 

54 

55 


印刷抜け（ノズル詰まり）を回復させる 56 

♦強カクリーニング 56 

♦フィルキャップ 57 

♦キャップ CL 充填 58 

色切り換え （8 色一4色、4色一8色） をする 60 

ヒータの設定をする 68 

♦ヒータ温度設定の流れ 68 

♦ t — タコント□—ルメニューを表示する 69 

♦ヒータコント□—ルメニューのキー操作 69 

♦ヒータコント□ールメニューの表爪を終了する 69 

♦初期値温度を設定する 70 

♦スタンバイ時間を設定する 77 

スマートパステクノロジーについて 72 


調整する 


74 


調整をする前に 

74 

♦スマートパステクノロジー「#ガシツモード」 

の変更手順 

74 

調整方法 

75 

♦メディアの送り量を調整する「オクリチョウセ 

ィ」 

75 

♦プリントへッドの位置を調整する 

「へッド位置 

調整」 

78 

♦プリントへッドの左右のノズル位置を調整する 

「へッド左右調整」 

80 

♦往復のインク着弾位置を補正する「往復調整」 S 2 

♦エッジセンサの位置を補正する「エッジセンサ 

調整」 

87 

♦自動クリーニング前後の画像のつなぎ目を調整 

する「戻し調整」 

89 

メニューッ U — 

92 

索引 

98 
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マニュアルの表記について 


本書で説明に使用する、マーク、キー/ LCD / LED などの表記ルールを以下に示します。 


マーク表記について 


A 警告 

♦安全上の注意における「警告」に相当する内容を説明しています。 

△ 注意 

♦安全上の注意における「注意」に相当する内容を説明しています。 


感 

参考文 

♦知っておくと便利なこと、操作などの補足事項 
を記載しています。 

V _ 

_ J 


CP 「参照」マークです。 

このマークの後に、参照項や参照ページを示しています。 


7 











こんなときは 


電源をオフする 


本機はブリントヘッドの状態を良好に保つため、装置が待機状態になってから72時間経過したのち、フィル 
キャッブ動作を行います。（その後は3日毎に行います。） 

そのため、本機の電源は常にオンのままにしていただくことを推奨いたします。 

やむを得ず長期間使用しない場合は、以下の参照して電源をオフしてください。 


也 フイルキャップとは？ 

( c / ♦キャップ内にインクを充填してプリントヘッド（ノズル面）をインクで浸し、ノズル詰まりを防ぐ機能です。 

V 



1ヶ月以上 






サービスクリーン CP 9 ページ 

プリントへッドとインク経路を保管液で洗浄後、保 
管液を充填した状態で保存します。保管液セットを 
ご用意ください。 


本機を1ヶ月以上放置する場 
合は、あらかじめ購入先または、 
最寄りの弊社サービス拠点にご 
相談ください。 



へッドウオッシュ CD 14ページ 

洗浄液でプリントへッドおよびインク経路を洗浄し 
ます。洗浄液セットをご用意ください。 


サー ピスコールエラーが表示さ 
れますので、，販売店または最寄 
りの当社サービス拠点までご連 
絡ください。 


インク充填 IXM 9 ページ 

へッドウォッシュを実施後、インクトレイを挿入し、 
インクを充填します。 


日常メンテナンス 

日常メンテナンスを実施してください。 


A 注意 


♦プリントヘッド保護のために、本機にインクが空の状態で1ヶ月以上放置することは避けてください。 

♦ サービスクリーン、へッドウォッシュ実行中にフロントカバーや加圧操作ノブを開閉しないようにしてくださしヽ。開閉すると、 
動作を最初からやり直す場合があり、インクやクリーニング液が無駄になる場合があります。 
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:して、 ( MENU ) キーを 押す 



キーを 押す 


キーを押して、「#サービスクリーン」を 
選択する 


^キーを 押す 


个ハ'' ツクフイート'' 

フイート'' 小 

f クリーニンク'' 

サーヒ '' ス今 

- -V 



#キヤツフ。クリーニンク'' 


> 

-^7 


畢 • • 


p サービス 

サーヒ '' スクリーン 


ノ必要なちの 作業を始める前に、以下のものが揃っているか確認してください。 


ご注意 

► LCD 上ではサブカートリツジ（カバー）のことをサブタンク（カバー）と表示します。 


サブ カー トリツジ カバーの ことです。 



サブカートリツジのことです。 


廃インクボトルを空にする 


个 インク 

トウロクル’ 

f メ テ'' ィア 

IV - 

オクリ 今 

- ノ J 


(MENU) 


本機をオフラインに 







♦サービスクリーン 


サフ'' タ ン クカハ''— ヲ 

ば シラ 「m r 


保管液キット （ IP 7-137) 




♦ 保管液パックは1回のサービスクリーンで使い切ります。 


•電源をオフする/•プリンタの情報を確認する/•メディアの取り扱い/•プリンタの設定をする/•その他 
•印刷モードについて/•こんな症状が出たら/印刷抜け（ノズル詰まり）を回復させる/ 

•色切り換え （8 色 —4 色、4色 —8 色）をする/•ヒータの設定をする/•スマートパステクノロジーについて 


こんなと含は 



ユ丨ヅリ— 


調整する 



















































































# ザ-ビス 
* サーヒ '' スクリーン 


〇 


ツマミネジ 



サブカートリッジ 



❿キーを 押す 


サブ カー トリツジカバーを開ける 

ツマミネジ2ケ所をゆるめて、サブカートリッジカ 
八'一を開けます。 


サフ'' タンクカハ'' ーヲ 

-0 

ハス'' シテクタ'' サイ 

- 


サブカートリッジ （8 本）を取0外す 

f サフ'' タンクヲハス'' シテクタ'' サイ 1 


ダミーサブカートリッジ 



保管液セツトのダミーサブカートリツジをセツ 
卜する 


Y 1 夕'' ミーサフ'' タンクヲ 

-^ 

セツトシテクタ'' サイ 

-^ 


サブカートリツジカバー 



サブカートリッジカバーを閉め、ツマミネジ2 ケ 
所を締める 


サフ'' タンクカハ'' ーヲ 
トリツケテクタ'' サイ 
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^キーを 押す 

抜き取りを実行します。 




ヴ 


インクボツクスカバーを開ける 


インクカハ'' ーヲ 
アケテクタ''サイ 


保管液パックをセツトしたインクトレイをセツ 
卜する 


Y 1ホカンエキハ°ックヲ 
セットシテクタ'' サイ 


m 



インクオ 


インクボックス カバー 




ノブ 


インクトレイ 
卜;/クスカバー 



インクボツクスカバーを開ける 


インクカハ''ーヲ 
アケテクタ''サイ 


インクトレイ （8 個）を取り外す 


Y 1 インクハ°ックヲ 
ヌイテクタ'' サイ 


インクボックスカバーを閉める 



インクカハ''—ヲ 

_ 

シメテクタ'' サイ 

—-— 




m 


ヌキトリスタート 

* ホ'' トルカクニン 

0 K ? 

-^ 

ノノ 

等❿ 

ヌキトリチュウ 


- y 

シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 

- ろ 


m 


インクボックス カバー 



ノ 
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こんなと含は 


ユ丨ヅリ— 


調整する 


インクトレイ 
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インクボックス カバー 





インクボックスカバーを閉める 



インクカハ'' ーヲ 


シメテクタ'' サイ 




〇別売のインクトレイに予め保管液パックをセットして 
おくと、作業をスムーズに行うことができます。 


シ''ュウテンスタート 

- v"\ 

ホ''トルカクニン 0 K ? 

- ろ 


〇 


シ''ュウテンチュウ 

- v"\ 

1シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 

- 


❿キーを 押す 




保管液パックをセツトしたインクトレイを取〇 
外す 


Y 1ホカンエキハ°ックヲ 
ヌイテクタ'' サイ 


インクトレイ 



〇 


ヌキトリチュウ 
シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 


12 


インクボックスカバーを閉める 


インクカハ'' ーヲ 
シメテクタ'' サイ 


0キーを 押す 

抜き取0を実行します。 
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インクボックス カバー 



インクボツクスカバーを開ける 


•ノブ 




〇 


f インクカハ''—ヲ 

- 

ァケテクタ''サイ 

- 


保管液パックをセツトしたインクトレイをセツ 
卜する 


Y 1ホカンエキハ°ックヲ 

-^ 

セットシテクタ'' サイ 

- 


インクボックスカバーを閉める 


インクカハ''—ヲ 
シメテクタ'' サイ 


^キーを 押す 


ンュウテンチュウ 


シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 

♦ 

、サ-ビス 


>サーヒ '' スクリーン 



こんなと含は 


調整する 



ユ丨ヅリ丨 
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♦へツドウオツシユ 


■ 必要なもの 作業を始める前に、以下のものが揃っているか確認してください。 


洗浄液セツト （IP7-136) 




♦ 洗浄液パックは1回のへッドウォッシュで使い切ります。 


■ ご注意 

♦ LCD 上ではサブカートリッジ（カパー）のことをサブタンク（カパー）と表示します。 

f サフ'' タンクカハ''-ヲ 

I ハ r シフ- ^サブ カー トリッジカバーのことです。 

| Lm 2 サフ'' タンクヲハス< シテクタ'' サイ 

-^サブカートリッジのことです。 

◊別売のインクトレイに予め洗浄液パックをセツトしておくと、作業をスムーズに行うことができます。 


g 廃インクボトルを空にする 


个 インク 

トウロクル’ 

[令メティァ 

オクリ 今 

- -V 


(MENU) 




B 


个 ハ'' ツ クフイート'' 

フィ-卜、、 小， 

f クリーニンク'' 

- 

サーヒ''ス 今 

- -V 



#キヤッフ°クリーニンク'' 

> 



#ザ-ビス 
>サーヒ '' スクリーン 


等® 


本機をオフラインにして、 ( MENU ) キーを押す 


キーを 押す 


キーを数回押して、「#サービス」を選択 

する 


❿キーを 押す 
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、サ-ビス 
* サーヒ '' スクリーン 

- Y 

畢 <2> 


、サ-ビス 

- ^ 

* へッ ト、' ウォ ッシュ 

- つ 


畢⑩ 


ツマミネジ 



保管液セツトのダミーサブカートリツジ 



洗浄液セツトのダミーサブカートリツジ 



サブカートリッジカバー 



キーを 押して、「* ヘッド ウオ ツシュ J を 
選択する 


❿キーを 押す 


サブ カー トリツジ カバーを 開ける 

ツマミネジ2ケ所をゆるめて、サブカートリッジカ 
八'一を開けます。 



保管液セットのダミーサブカートリッジ （8 本) 
を取0外す 

j ^ YI 夕''ミーサフ'' タンクヲ 1 

ハス'' シテクタ'' サイ 


洗浄液セットのダミーサブカートリッジ （8 本) 
をセツトする 



サブカートリッジカバーを閉め、ツマミネジ2 ケ 
所を締める 


サフ'' タンクカハ'' ーヲ 
トリツケテクタ'' サイ 
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インクボックスカバーを開ける 

ンクカハ'' ーヲ 

ケテクタ''サイ_ 



インクトレイ （8 個）を取0外す 


Y 1ホカンエキハ°ックヲ 

-^ 

1ヌイテクタ'' サイ 

- 



ヌキトリスタート 



氺ホ、' トルカクニン 

0 K ? 


等⑩ 

ヌキトリチュウ 



シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 


0キーを 押す 

抜き取りを実行します。 



インクボツクスカバーを開ける 


インクカハ'' —ヲ 
I アケテクタ''サイ 
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インクボックスカバーを開ける 




インクポックニ 



— 


m 


シ’ュウテンスター \ 
* ホ'' トルカクニン 



ノブ 


インクカハ''ーヲ 
ァケテクタ''サイ 



m 



洗浄液パックをセツトしたインクトレイを取〇 
外す 


Y 1センシ '' ョウエキハ。ックヲ 
ヌイテクタ'' サイ 


シ''ュウテンチュウ 

-^ 

シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 

- -V 


インクボックス カバー 




洗浄液パックをセツトしたインクトレイをセツ 
卜する 


Y 1センシ '' ョウエキハ。ックヲ 
セツトシテクタ'' サイ 


インクトレイ 


I カバー 





インクボックスカバーを閉める 



し ’ 

インクカハ''—ヲ 

シメテクタ'' サイ 



0 K ? 


〇 


0キーを 押す 


20 


こんなとぎは 


ユ丨ヅリ— 


調整する 


77 








































































































ヌキトリスタート 



氺ホ、' トルカクニン 

0 K ? 


等❿ 

ヌキトリチュウ 



シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 


0 キーを 押す 

抜き取りを実行します。 


24 


76 


〜 D の手順をかえし、再度洗浄を実行する 


25 


26 


インクボックス カバー 


ノブ 




インクトレイ 



インクボックスカバーを開ける 

f インクカハ'' —ヲ 

ケテクタ''サイ_ 


洗浄液パックをセットしたインクトレイを取0 
外す 

fy 1センシ '' ョウエキハ。ックヲ 1 

[ヌイテクタ'' サイ 


インクボックスカバーを閉める 


インクカハ'' ーヲ 

-^ 

シメテクタ'' サイ 

- 
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f ヌキトリスタート 
* ホ''トルカクニン 0 K ? 


等® 


「ヌ キトリチュウ 

-^ 

シ ハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 

- -V 



インクカハ''ーヲァケテ 

Y 1 _インクヲセットシテクタ''サイ 


♦へッドウオッシュ後のインク充填 


g 廃インクボトルを空にする 

B 

个インク トウロクル^！ 

令メテ''イア オクリ今 J 


等 CM E N U ； 

B 


个ハ'ックフイート、' フイート、' ル 

令クリーニンク'' サーヒ''ス今 



B 

#キヤッフ。クリーニンク'' 

> 


等 <2>. .. 

□ 

、サ-ビス ’ 

>サーヒ '' スクリーン 


等® 

B 

、サ-ビス 
* サーヒ '' スクリーン 



B 

、サ-ビス ’ 

*シ'' ュウテン（インクハ。ック） 


等 （i 


❿キーを 押す 


本機をオフラインにして 、 CM E N U ) キーを押す 


キーを 押す 


キーを数回押して、「#サービス」を選択 

する 


® キーを 押す 


キーを数回押して、「*ジユウテン（イン 
クパック)」を選択する 


^キーを 押す 


79 


こんなと含は 


調整する 



ユ丨ヅリ丨 




























































□ 


# ザ-ビス 

*ホ''トルカクニン 0 K ? 


〇 



ノブ 


ID 



インクトレイ 



〇 


ンユワアンナユウ 

シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 12 


廃インクボトルが空になつていることを確認し 
て、®キーを 押す 


インクボツクスカバーを開ける 


インクカハ''ーヲ 
アケテクタ''サイ 


インクトレイをセツトする 


Y 1インクハ°ックヲ 
セツトシテクタ'' サイ 


8色機モード 


4色機モード 


wsm ■xalHzia wsm 

Mi\WM BfnVJ ■ HU 

1 K£fl MXM 


インクボックスカバーを閉める 


インクカハ'' ーヲ 
シメテクタ'' サイ 


❿キーを 押す 



サブ カー トリツジ カバーを 開ける 

ツマミネジ2ケ所をゆるめて、サブカート U ツジカ 
八'一を開けます。 


サフ'' タンクカハ'' ーヲ 
ハス、' シテクタ'' サイ 
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ダミーサブカートリッジ 



保管液セツトのタミーサブカートリッジ （8 本） 
を取り外す 


Y 1 サフ'' タンクヲハス'' シテクタ'' サイ 


サブカートリッジ （8 本）をセツトする 


Y 1 サフ'' タンクヲ 
セツトシテクタ'' サイ 


8色機モード 


4色機モード 



サブカートリッジカバーを閉め、ツマミネジ2 ケ 
所を締める 


サフ'' タンクカハ'' ーヲ 
トリツケテクタ'' サイ 


#ク リー ニンク'' スター ト 
* ホ''トルカクニン 0 K ? 


〇 


クリーニンク''チュウ 


シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 

- -V 


❿キーを押す 


ツウジヨウクリーニングが行われます。 

クリーニングが終了すると元の画面に戻0ます。 


#ザ-ビス 

>シ'' ュウテン（インクハ。ック） 
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プリンタの情報を確認する 


♦インクの残量を確認したい 


■ オフラインにして確認する 


、インク 

トゥロクル 1 ! 

f メテ'' イア 

is - 

オクリ今 

-ノ J 


畢 


本機をオフラインにし、キーを押す 



Y 1 インクサ'' ンリョウ： 9 0%- 


セ 


f ソ、' ウヒ : 0 9/0 8/0 1 


インク残量 


インク色•場所 


-インクカートリツジの 
製造年月日 



(MENU) 


または3秒後 


〔 Lm 2 インクサ> ンリョウ： 8 5% 
セイソ、' ウヒ 0 9/0 8/0 1_ 



( MENU ) 


または3秒後 


C 3 インクサ、' ンリョウ： 9 0% 
セイソ'' ウヒ '' : 0 9/0 8/0 1 


J ( MENU ) または3秒後 


( MENU ) キーを押してインク色を切〇替える 

3秒間隔でインク色が切0替わります。 

( CANCEL ) キーまたは^キーを押すとオフライン（メ 
ニューモード）表示に戻0ます。 

( online ) キーを押すとオンライン（アイドルモード） 
表示に移行します。 



インク残量が少なくなると… ^ 

S 

V 

〇以下のように表示されます。 

Y 1 インクサ、、ンリョウ： LOW 
セ|厂ノ、' ウビ： 0 9/0 8/0 1 

インク色•場所 

_ J 


■印刷中（オンライン中）に確認する 



jV リントチュウ 

口ール： 16 2 5 /B a n n e r 



(MENU) X2 


0 | Y 1 インクサ、' ンリョウ： 9 0% 
Lm 2 インクサ'' ンリョウ： 8 5% 

v > 



(MENU) 


C 3 インクサ'' ンリョウ： 

9 0% 

Gy 4 インクサ'' ンリョウ： 

IV -- 

8 7% 

- ノ J 


(MENU) 


( MENU ) キーを 2 回押す 


( MENU ) キーを押してインク色を切〇替える 
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♦メディアの残量を確認したい 


本機をオフラインにし、く i キーを押す 


3秒間隔で表示が切り替わ0、メディア残量が表示さ 
れます。 



本機をオフラインにし、 ( MENU ) キーを2回押す 


<^>キーを 押す 


❿キーを 押す 


MENU ) キ ー を6回押す 



■オフラインにして確認する 


个インク 

トウロクル’ 

f メテ'' ィア 

オクリ今 

- ろ 




メディア残量 

■印刷中（オンライン中）に確認する 



プリンタ情報、パネル設定情報などを印刷します。 


个インク 
f メテ'' ィア 

トウロクル’ 
オクリ+ 

OVT 

E N U ) X 2 

个ファンクション 

システムル 

メカチョウセイ 

ヒータ今 

畢 

#メニューインサツ 


> 



等⑩ 








♦プリンタ情報を見たい 


こんなと含は 



ユ丨ヅリ— 





































































0 キーを 押す 

プリンタ情報が印刷されます。 

_ . ❿_ 

f # メニューインサツ 
*シ'' ッコウチュウ 


f # メニューインサツ 

*0 K ? 


♦ USB の接続状態を確認したい 


'个 ィンク 
f メテ'' ィア 

トウロク； 

オクリ 今 

( M 

E N U ) X 2 

个 ファンクション 

システム 小 

令 メカチョウセイ 

ヒータ 今 

♦ ❽ 

#LANGUAGE 


>JAPANESE 





A ff # USB アト'' レス 

氺001 

す 

「0 0 0」以外になっていれば OK 

畢 


#USB スヒ。一卜、' 

氺 H 丨 GH-SPEED 


「 HIGH - SPEED 」 になつていれば OK 


本機をオフラインにし 、 (ME N U ) キーを2回押す 


キーを 押す 


キーを数回押して、 「# USB アドレス」 
を選択する 


USB アドレスが表示される 

US 巳 アドレスが 「000」 と表示された場合、 USB ケー 
ブルを接続し直して<ださい。 

キーを 押す 


USB スピードが表示される 

「 FULL - SPEED 」 と表示された場合、印刷が遅くな 0 
ます。 
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♦システム F / W のバージヨンを確認したい 


>インク 

トウロク si / 

f メテ'' イア 

オクリ今 

- -V 


(menu) x2 



个ファンクション 

システムル 

令メカチョウセイ 

^ - 

ヒータ 今 

- -V 


畢 <2> 


B 

井 LANGUAGE 

- v\ 


>JAPANESE 

- -V 


畢^ >• • • 


pfj ： F / W バー シ、'ヨン 

ホ X._XX YY _ 


本機をオフラインにし、 CM E N U ) キーを2回押す 


キーを 押す 


キーを数回押して、 「# F / W バージヨン」 
を選択する 


システム F / W バージヨンが表示される 


♦プリンタの積算印刷距離を確認したい 


本機がこれまでに印刷した距離の合計を確認することができます。 

オンライン中に ( MENU ) キーを押す 


7 °リントチュウ 

口-ル： 1 62 5 /PAPER 



(MENU) 


ソウコウキヨリ 

XXXXXXXm 


積算印刷距離 


















































メディアの取り扱い 


♦メディアを登録したい 

以下のトウ□クメニューのメディア情報を2〇個登録できます。 


，ノ 

1 

(1) メディア選択 、 

((12) ヘッド高さ調整 ) 

1 

1 (13) 画質モード ) 

((2) メディア名 ) 

((14) ク U —ニングモード ) 

((3) 送り補正値 ) 

t (15) 戻し補正値 ) 

((4) エッジガード ) 

C (16) 待機間隔 ) 

((5) メディア送りモード ) 

C (17) 待機時間 ； 

((6) メディア戻しモード ) 

C (18) 往復補正値1 ) 

((7) 吸着フアン ) 

Q (19) 往復補正値2 ) 

((8) アフターヒータ初期値 ) 

Q (20) 往復補正値3 ) 

((9) プリントヒータ初期値 ) 

C (21) 往復補正値4 ) 

((10) プ U ヒータ初期値 ) 

((22) メディア残量 J 

((11) カ ラースト ライプ 

((23) メディア削除 ) 


ここでは、メディア番号「02」のメディアに、送0補正値を入力する方法を例にして説明します。 


D 

个インク 
令メテ'' ィア 

トゥロクル 1 
ォクリ今| 


畢 <2> 


B 

#メテ'' ィアセンタク 

>01: PAPER 

氺 


景❿ 


B 

#メテ'' ィアセンタク 

氺 01: PAPER 

氺 


畢 <2> 


B 

# メテ'' ィアセンタク 

*02:G lossy 

-^ 

木 


等③ 


□ 

#メテ'' ィアセンタク 

>02:G lossy 

氺 

- 



本機をオフラインにし、ベ^キーを押す 


❿キーを押す 


キーを押す 


® キーを押す 


キーを数回押して、「#オクリホセイチ」 
を選択する 
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0 


B 


井オクリホセイチ 

>02 ：1 0 0. 0 0% 

- ^ 

等® 


井オクリホセイチ 

- 

[* 02:1 0 0. 0 0% 

- -V 


, <2>, <S> 


#オクリホセイチ 

- 

* 02:0 9 9. 8 0% 

- -V 


〇 


□ 

#オクリホセイチ 

*02 :シンキトウロク 0 K ? 


景❿ 


0 

井オクリホセイチ 


* 02:0 9 9. 8 0% 

ホ 

- 1— 


メディアが登録されていると 
「*」 マークが 表示されます 


0キーを 押す 


送0補正値を 入力し、® キーを押す 

も ,^)キーで 桁を合わせ、<2>, < S > キーで 数値を 
設定します。 


® キーを 押す 


■ プリセツトメディア初期値 

最大2◦種類（メディア番号〇1〜 20) のメディアが登録でき、登録したメディアの削除や変更も可能です。 
ただしメディア番号 OI ( PAPER ) および現在本機にセツトされているメディアを削除することはできません。 
以下に初期値を示します。 


メディア番号 

01 

02 

03 

04 

05 

設定内容 

メディア名 

PAPER 

Glossy 

Matte 

Banner 

巳 LT 巳 

送り補正値 

100.00% 

※ 

100.00% 

100.00% 

100.00% 

エッジガード 

使用 

使用 

使用 

使用 

使用 

メディア送りモード 

シーケンス1 

シーケンス1 

シーケンス1 

シーケンス 2 

シーケンス 2 

メディア戻しモード 

戻す 

戻す 

戻す 

戻す 

戻す 

吸着フアン 

中 

中 

中 



アフターヒータ初期値 

* 氺。 C 

45 °C 

45 °C 

45 °C 

45 °C 

プリントヒータ初期値 

氺*。 C 

40 °C 

40 °C 

40 °C 

40 °C 

プリヒータ初期値 

ホ*。 C 

45 °C 

45 °C 

45 °C 

45 °C 

カラーストライプ 

オン 

オン 

オン 

オン 

オン 

へッド高さ調整 

+ O.OOmm 

+ O.OOmm 

+ O.OOmm 

+ O.OOmm 

+ O.OOmm 

画質モード 

モード1 

モード1 

モード1 

モード1 

モード1 

クリーニングモード 

モード1 

モード1 

モード1 

モード1 

モード1 

戻し補正値 

+◦◦〇◦ノ〇レス 

+◦ ◦◦〇ノ〇レス 

+◦◦〇◦ノ〇レス 

+◦◦〇◦ノ〇レス 

+◦◦〇◦ノ〇レス 

待機間隔 

0000 スキヤン 

0000 スキヤン 

◦◦◦◦スキヤン 

◦◦◦◦スキヤン 

◦◦◦◦スキヤン 


(なし） 

(なし） 

(なし） 

(なし） 

(なし） 

待機時間 

1秒 

1秒 

1秒 

1秒 

1秒 

往復補正値1 

+00 

+00 

+00 

+00 

+00 

往復補正値 2 

+00 

※ 

+00 

+00 

+00 

往復補正値 3 

+00 

※ 

+00 

+00 

+00 

往復補正値 4 

+00 

+00 

+00 

+00 

+00 


※工場出荷時に調整された値が設定されています。 
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♦登録したメディアを呼び出したい 


B 


个 インク 

トゥロクル’ 

f メテ'' ィア 

オクリ+ 

畢 

#メテ'' ィアセンタク 

-\ 

>01: PAPER 

ホ 

- \—^J 


メディアが登録されていると- 
「*」 マークが 表示されます 


〇 


□ 


B 


# メテ'' ィアセンタク 

-^ 

氺01 : PAPER 

氺 

- /J 


<2> 


〇 


#メテ'' ィアセンタク 

-^ 

*02 :G lossy 

ホ 

- /J 


# メテ'' ィアセンタク 

-^ 

>02 ：Glossy 

氺 


本機をオフラインにし、^^キーを押す 


❿キーを 押す 


キーを 押す 

呼び出したいメディアを選択します。 


0キーを 押す 


♦左右の余白をできるだけなくしたい 


メディアエッジガードの使用を「未使用」にする 


B 


□ 


个 インク 

トウロクル 

f メテ'' ィア 

オクリ 今 


# メテ'' イアセンタク 


>01 : PAPER 

氺 

| <2>. 

• • 

’#エッシ、、力、、-卜、、 


>01:ショウ 



本機をオフラインにし、 m キーを押す 


〇 


キーを数回押して、「#エッジガード」を 
選択する 


愈キ-を押す 
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B 


B 


井エッシ、'力、' —卜'' 

*01: ショウ 

-0 

畢 < s > 


r # ェッシ、'力、'-卜、' 

- 

*0 1: ミショウ 

- -V 


〇 


井エッシ、'力''-卜'' 

>01:ミシヨウ 


■ カラーストライプの印刷をオフにする 


个インク 

トウロクル’ 

[令メティァ 

オクリ今 

- -V 


<5> 


B 


B 


B 


□ 


井メテ'' ィアセンタク 

- 〇 

>01 : PAPER 

氺 

- -V 


<2>--- 


#カ フース トフイフ 
>01:オン 


〇 


#カ フース トフイフ 
*01 :オン 


<2> 


#カ フース トフイフ 
*01 :オフ 


〇 


べんキーを押す 


^キーを 押す 


本機をオフラインにし、〇キーを押す 


キーを 数回押して、 「# カ ラースト ライプ」 
を 選択する 


® キーを 押す 


キーを 押す 


^キーを 押す 


#カ フース トフイフ 
>01:オフ 
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♦メディアの張り付きをなくしたい 


ブラテンにメディアを吸着させる力（フアンの風量）を「弱」にします。コシの弱いメディアなどで、シワが発生する場 
合は「ジヤク」を選択してください。 


>インク 

トゥロクル 1 ! 

f メテ'' イア 

- 

オクリ今 

-ノ J 


畢 


_ II # メテ'' ィアセンタク 
■ >01 : PAPER _ * 


El 


井キユウチヤクフアン 
>01:キヨウ 


〇 


#キユウチヤクフアン 

-^ 

*01: キョゥ 

- ろ 


畢 ^> x 2 


□ 


井キュウチヤクフアン 
氺01:シ、'ャク 


〇 


井キュウチヤクフアン 

>01:シ''ヤク 

I V — 


本機をオフラインにし、く^キーを押す 


キーを数回押して「#キュウチヤクフアン」 
を選択する 


❿キーを 押す 


キーを 2回押す 


® キーを 押す 


♦メディアの浮き上が0を防止したい 


ブラテンにメディアを吸着させる力（フアンの風量）を「強」にします。 


f 个インタ 

トゥロク” 

[令メティァ 

オクリ今 

- -V 


畢 <2> 


# メテ'' ィアセンタク 

-\\ 

>01 : PAPER 

氺 

- 


等を >• • • 



本機をオフラインにし、 m キーを押す 


キーを数回押して、「#キユウチヤクフ ァ 
ン J を選択する 
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□ 


B 


□ 


<S >>< 2 


# キユウチヤクフアン 
*01 :キヨウ 


〇 


井キユウチヤクフアン 
>01:シ''ヤク 

-0 

等® 


井キユウチヤクフアン 

- 

[*01:シ、'ャク 

- -V 


0キーを 押す 


<^>キーを 2回押す 


^キーを 押す 


#キユウチヤクフアン 

-0\ 

>01:キョゥ 

- -V 


♦厚いメディアに印刷したい 


■プリントへッドの高さを変える 

ブリントヘッドの高さは、電源投入時、およびメディアセット時に本機が自動的に最適な高さに調整します。 
しかしながら、メディアのコシの強さや温度に対する反応性によっては、さらに調整が必要になることがあ0 
ます。その場合は、操作パネルからトウ□クメニューを選択し、ブリントヘッド高さを調節します。 


A 注意 


♦ プリントへッドの高さを調節した場合、プリントへッドとメディアがこすれないように注意して下さい。プリントヘッドの 
こすれは、プリントヘッドの吐出不良を起こし、画質が悪化する原因となります。 

また、プリントヘッドの高さとメディアの間隔が開きすぎた場合も、画質が悪化しますので、本機が自動調整したプリント 
へッドの高さで使用することをお勧めします。 



D 

个インク 

トウロクル’ 


令メテ'' イア 

オクリ今 

-^7 




B 


井メテ'' ィアセンタク 

-^ 

>01 : PAPER 

氺 

-^ 


<2>--- 


本機をオフラインにし、 m キーを押す 


キーを数回押して、「#ヘッドタカサチヨ 
ウセイ」を選択する 


B 


#へット''タカサチヨウセイ 
>01: +0. 0mm 


〇 


❿キーを 押す 


こんなと含は 


調整する 



丨ヅ U — 
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モード3 印刷の途中でクリーニングを実行します。このモードでは、プリンタは、実行中のバンド 

の印刷を中断してクリーニングを行います。 

夕ーポリンのような、ヒータ温度の影響を受けにくいメディアを使用する場合に選択して 
ください。 

クリーニング後、プリンタは、中断していた印刷の残りを開始します。 

モード2よりもクリーニング前と後の印刷のつなぎ目が合いやすくなります。しがしなが 
ら、つなぎ目前後で色合いが変わる可能性があります。 


パスの途中 


モ_卜2 印刷の途中でクリーニングを実行します。このモードでは、プリンタは、実行中のバンド 

の印刷を完了させてがらクリーニングを行います。 

塩ビのような、ヒータ温度の影響を受けやすいメディアを使用する場合に選択してください。 
クリーニング後、プリンタは、中断していた印刷の残りを開始します。 

メディアによっては、クリーニング前と後の印刷のつなぎ目が合いにくい場合があります。 
その場合には、モード1またはモード3をご使用ください。 



ここでは、メディア番号1に登録されているメディアのクリーニンクを「モード2」にする方法を例にして説 
明します。 


B 


#へット''タカサチヨウセイ 

*01 : +0. 0mm 


#へット''タカサチヨウセイ 
*01 : +0. 1 mm 


〇 




プリン トへ ッド高さの調整値を入力し、@ 
キーを 押す 

$キーで 桁を合わせ、 < v >, キーで 数値を 
設定します。 

調整可能範囲は -0.3 〜+1 . Omm です。 


#へット''タカサチヨウセイ 

-^ 

>01: +0. 1 mm 

- -V 


♦自動クリーニングのタイミングを変えたい 


ブリントへッドの状態を保つために、プリンタが自動で実行するクリーニングのモードを登録されているメディ 
アごとに変更することができます。メディアの特性に合わせてモードを選択してください。 


モード1 過去の印刷履歴に基づいて、印刷開始時もしくは印刷終了時に自動クリーニングが行われ 

ます。 
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本機をオフラインにして、キーを押す 


<2> キーを数回押して、「#パラメータコピー 
モト」を選択する 


0キーを押す 


井メテ'' ィアセンタク 

- ^ 

>01 : PAPER 

IS - 

ホ 

- -V 


畢 • • 


#ハ。ラメータコヒ。ーモト 

[>01 _ 

等 （D 


个インク 

トウロクル’ 

f メテ'' ィア 

オクリ今 

- -V 




、インク 

トウロク小’ 

f メテ'' イア 

オクリ今 

- ノ J 




#メテ'' ィアセンタク 
>01 : PAPER 




#クリーニンク''モート、' 
>01:モート、'1 


〇 


#クリーニンク''モート、' 
*01 :モート、'1 




#クリーニンク''モート、' 
*01 :モート、、2 


〇 


#クリーニンク、'モート、' 
>01:モート、、2 


本機をオフラインにし、^^>キーを押す 


キーを数回押して、「#クリーニングモー 
ド」を選択する 


^キーを押す 


^キーを押す 


❿キーを押す 


ここでは、メディア番号13番に登録されているパラメータをメディア番号2〇番にコピーする方法を一例にし 
て説明します。 










♦登録されているメディアをコピーしたい 


こんなと含は 



ユ丨ヅリ— 


調整する 
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B 


□ 


# ハ。ラ メータ コヒ。 ー モト 
ホ01 


< S > 


#ハ。ラメータコヒ。ーモト 

- ^ 

[* *13 

- -V 


〇 


#八。ラメータコヒ。ーモト 

>13 




#ハ。ラ メータ コヒ。 ー サキ 


>1 3-0 1氺 

- /J 


id) 


□ 


〇 


#ハ。ラ メータ コヒ。 ー サキ 

- ^ 

氺1 3-0 1氺 

- -V 


<2>. <S> 


#ハ。ラ メータ コヒ。 ー サキ 

* 1 3-20 


〇 


ID 


#ハ。ラ メータ コヒ。 ー サキ 

^1 3-20 0 K ? 


〇 


#ハ。ラ メータ コヒ。 ー サキ 
氺13-^20氺 


<5>, キーを押してコピー元を選択する 

コピー元のメディアを選択します。コピー元番号は、 
登録されている番号のみが表示されます。 

( CANCEL ) キーを押すと、0に戻0ます。 

^キーを 押す 

( CANCEL ) キーを押すと、0に戻0ます。 


キーを 押す 


❿キーを 押す 


キーを押してコピー先を選択する 

(コピー先番号は、01〜2 ◦まで表示します） 

コピー先が登録済みの場合、番号の後に*が表示され 
ます。 


® キーを 押す 


® キーを 押す 


コピー 完了 


♦メディアを送りたい/戻したい 


■オンライン状態（アイドルモード）でメディアを送る/戻す 

<2^キーまたはキーを押し続ける 

メディアを送0たい場合は、キーを押します。 

またはぐス>を押し続ける メディアを戻したい場合は、<^>キーを押します。 

(シートメディアを使用の場合は、排紙されます。） 


f フ。リントテ'' キマス 

口-ル：1 62 5 /PAPER 
IS - 
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fl 含 


キーを押した場合 


フイート'' チュウ 


w キーを押した場合 


ハ''ックフイート''チュウ 


またはから手を離す 


フ°リントテ'' キマス 
口-ル： 1 62 5 /PAPER 


■ オフラインにしてメディアを送る/戻す 


个 インク 

トウロク si / 

f メテ'' ィア 

オクリ 今 

- -V 


(MENU) 


<2>キーまたはキーから手を離す 

メディアの送〇/戻しが止まり、オンライン状態（ア 
イドルモード）表示に戻ります。 


本機をオフラインにして、 ( MENU ) キ ー を押す 


B 


个 ハ'' ツクフイート'' 

フィ-卜、' 小’ 

f クリーニンク'' 

IV - 

サーヒ''ス 今 

- -V 


または<^>を押し続ける 


0含 


キーを押した場合 


ノイートチュウ 


キーを押した場合 


ハヘンクフイート''チュウ 


またはから手を離す 


个 ハ'' ツクフイート'' 

フイート、' 小’ 

f クリーニンク'' 

サーヒ''ス 今 

- -V 


A 注意 


<2^キーまたはキーを押し続ける 

メディアを送りたい場合は、キーを押します。 
メディアを戻したい場合は、キーを押します。 
(シートメディアを使用の場合は、排紙されます。） 

<2>キーまたはキーから手を離す 

メディアの送0/戻しが止まり、オフライン状態（メ 
ニューモード）表示に戻0ます。 


♦給紙装置は、長いバックフィードには対応していません。長い距離をバックフィードさせる時は、供給側のメディアのたる 
み位置が徐々に下降するようにしてください。たるみが下がり過ぎるとエラーが発生しますので注意してください。 

また、巻き取り装置はバックフィードに対応していません。巻き取り装置を使用の際には、バックフィードを行わないでく 
ださい。 
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♦印刷の書き出し位置を移動させたい 


一度印刷したメディアを巻き戻し、印刷の開始原点を設定し直して余白部分に印刷することによって、余白部分 
を有効に活用することができます。 


(1 回目の印刷) 


(メディアの戻し) 


(2 回目の印刷) 



余白部分 


ベース(印刷の開始原点) 
に設定 


A 注意 


♦この作業はできるだけ短時間で行ってください。短時間で行えなかった場合は、プリントヘッドが乾燥し、吐出不良を起こ 
す可能性があるので、クリーニングを行ってください。 



ハ'' ックフイート'' チュウ 



メディアを戻す 

(□P 34ページの「♦メディアを送りたい/戻したい」） 

△注意 

♦ メディアを戻す際は、印刷済みの画像イメージが充分に 
乾いた状態で行ってください。 

乾燥が不充分な状態で本機能を使用すると、1回目の印 
刷画像イメージが損なわれる場合があります。 



f フ。リントテ'' キマス 

口-ル:162 5 /PA PER _ 

等（く) 1.5 綱押し続ける 


@キーを 1.5 秒押し続ける 

キヤリツジが移動し、ベース設定可能状態にな0ます。 
キャリッジカバー前面左下の「▽マーク」を原点にす 
る位置に合わせてください。 



へ'' ースセツテイ 

- ^ 

キャリッジ' イト' ウチュウ 

- -V 





キーを押して、原点に設定したい位置ま 


でキヤリッジを移動させる 
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B 


へ'' ースセッテイ 

氺 0 K ? 

- ^ 

等® 


へ'' ースセッテイチュウ 

- 

1シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

- -V 


フ。リントテ'' キマス 
へ、、-ス：1 62 5 /PAPER 


® キーを押してベース設定を確定する 

キヤリッジが戻り、 EP 刷可能状態（オンライン状態（ア 
イドルモード）表示）になります。 


設定した原点を解除するには、アイドルモードで^ 
キーを 1.5 秒 押し続けます。 

または、加圧操作ノブを上げると解除します。 

解除すると、 「ベース」 から 「□ー ル」表示に戻ります。 

<解除した場合の表示> 


フ°リントテ'' キマス 
口ール：1 62 5 /PAPER 


♦シート（カツト）メディアに印刷したい 



防護バーを取0外し、フロントカバーを開ける 



メディアエッジガードを両サイドに移動させて 
お< 

メディアエッジガードがメディアの下にならないよ〇 
によけておきます。メディアエッジガードの手前側を 
押さえて移動させて<ださい。 


加圧操作ノブを回して、 fOpenJ に合わせる 
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B 



メディアの先端を給紙部に挿入する 

給紙センサがかくれるよ〇に、シートメディアを給紙 
部に差し込みます。 




メディアエッジガードをセットする 

① メディアエッジガードの手前側を押さえながら移動 
させます。 

② メディア端とメディアエッジガードの切り欠きを合 
わせます。 

メディアエッジガードがメディアの下に入0込んでい 
た0、厚いメディアを無理に差し込んで引っかかった 
0していないか確認します。 

A 注意 

♦ メディアエッジガードを使用しないと、メディアジャム 
が起こる場合があります。 




pi ッシ''力'' 一卜'' カクニン 

氺 0 K ? 

景⑧ 


^キーを 押す 
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メテ'' ィアヲセンタクシテクタ'' サイ 

メテ'' ィアセンタク：ロール 

KS> 

<2> 

メテ'' ィアセンタク：シート 



畢⑩ 


シュルイヲセンタクシテクタ'' サイ 
シュルイセンタク ： PAPER _ 


f シュルイヲセンタクシテクタ'' サイ 

シュルイセンタク ： B a n n e r 


等⑩ 


メテ'' ィアセット 

UoK? _ 

等⑱ 

f メテ、' ィアセットチュウ 

シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 


「シート」を選択し、 ® キーを押す 


メディアの種類を選択し、 ® キーを押す 

< S > キー，キーで 登録されているメディアの種 
類を選択します。 

ここでは 「ターボリン」 を例にして説明し ます。 


^キーを 押す 







































プリンタの設定をする 


♦警告音を鳴らさないよ〇にしたい 


日常メンテナンスやへッド高さ調整でブリントへッドがキャップから外れた状態や、印刷中のメディアジャム 
エラー 等でブリントへッドがキヤッブできない状態時に警告音を消すことができます。 


D 

个 インク 

トウロク t 


f メテ'' ィア 

オクリ 今 


♦ 

( MENU ) X 2 

B 

个 ファンクション 

システム 小 


f メカチョウセイ 

ヒ-夕 今 


等 

<2> 

□ 

井 LANGUAGE 

-<0 


>JAPANESE 

- 


畢^ >• • • 



ケイコクオン（キヤ ッフ ° オーフ °ン) 
>オン_ 

等⑯ 



ケイコクオン（キヤ ッフ ° オーフ °ン) 
ホオン 




ケイコクオン（キヤ ッフ ° オー フ°ン) 
氺オフ 

等❿ 


#ケイコクオン(キヤッフ°オーフ°ン) 
>オフ 

■ 


本機をオフラインにして、 ( menu ) キーを2回 
押す 


キーを 押す 


< V > キーを数回押して、「#ケイコクオン 
(キャップオープン)」を選択する 


❿キーを 押す 


キーを 押す 


® キーを 押す 
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♦システム F / W をアップデートする 


本機の機能向上のため、システム F / W のアップデートをすることが可能です。 

システム F / W のアッブデートをするときは、システム F / W に添付の資料にしたがってアップデートを行って 
<ださい。 


こんなと含は 


調整する 



丨ヅ U — 
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クリーニングオプション 


♦プリントへッドを選んでクリーニングしたい 


トインタ 

トゥロク” 

[令メティァ 

オクリ今 

- -V 


(MENU) 




个ハ'' ツクフイート'' 

フィ-卜、、小’ 


ぞクリーニンク'' 

サーヒ''ス今 

-^ 



B 


#クリーニンク'' 
>ツウシ、' ヨウ 


〇 


B 


#クリーニンク'' 


<5> 


*ツウシ、' ョウ 

-^ 

<2> [* キョゥリョク 

- 


<2>, <S> 


□ 


#クリーニンク'' 
氺ツウシ、' ヨウ 


〇 


□ 


#クリーニング 

氺ツウシ、' ヨウ： 87654321 




#クリーニンク'' 

氺ツウシ、' ヨウ： 8 5 

等❿ 


本機をオフラインにして、 ( MENU ) キーを押す 


キーを押す 


® キーを押す 


W キーでクリーニング選択オプシヨ 
ンを選ぶ 


® キーを押す 


クリーニングするプリントへツドを選ぶ 


① @@キーでプリントへッド番号を選択します。 

② キーで番号を表示または非表示にし 
ます。クリーニングしたいプリントヘッド番号 
を表示させてください。 



® キーを押す 

左の例は、8番プリントヘッドと5番プリントヘッド 
をクリーニングします。 
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0 キーを 押す 

廃インクボトルが一杯になっていないことを目視で確 

畢_ 認 'します。 


f # クリーニンク'' 8 5 

* ホ'' トルカクニン 0 K ? 


#クリーニンク'' 

87654321 ] 

*シ'' ッコウチュウ 

r-i 


1〇秒おきに数字がダウンする 


クリーニング開始 

ク U —ニング動作は数分かか0ます。 

クリーニングが開始されると、所要時間が表示されま 
す。所要時間は10秒おきにカウントダウンします。 


#クリ-ニング 


>ツウシ、' ョウ 

- -V 



^キーを 押す 

オフライン状態（メニューモード）表示に戻0ます。 


个ハ'' ツクフイート、' 

フイート' ル 

f クリーニンク'' 

サーヒ''ス今 

- -V 






























メディア送 D 補正値の管理 


♦印刷中にメディア送り補正値を変更する 


「プリントチュウ」表示中に、キーまたは 
< S > キーを押す 

畢 ，の 


フ°リントチュウ 

ロール： 1 62 5 /PAPER 




<S>, で0.01%アップダウンする 


印刷開始時の 
補正値 


(設定可能範囲： 97.00%〜106.00%) 





<2> キーで補正値を変更する 

補正値を変更した時点で印刷に反映されます。 

印刷開始時の補正値の表示は、印刷終了時まで変わ0 
ません。ただし、クリーニングモードを「モード2」 
に設定している場合は、クリーニング後に表示が変わ 
0ます。 


B 

ヒ、' チョウセイ： 0 9 9. 8 0% 

* 0 9 9. 9 6% 


奇3機 


フ。リントチュウ ’ 

口-ル：1 62 5 /PAPER 


変更した値は登録され、以降も保持されます。 

3秒間キー操作がない場合、元の表示に戻ります。 
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印刷モードについて 


本機には、6種類の印刷モードがあ0ます。メディアの種類や生産性、画質に合わせてお選びください。 


冷 通常は「ヒヨウジュン1」で 

物 ♦推奨の印刷モードは、「ヒヨウジュン1」です。 

他のモードは生産性や画質を重視する場合にお 


使いください。 



印刷モード名称 

特徴 

説明 

印刷速度 
(注 1) 

取大濃度 
(注 2) 

印刷解像度 

パス数 

ドラフト 1 

取]^モー r 

生産性を重視した印刷モード 
です。 

入カデータがラフになる分、 
PC の処理時間が短縮できま 
す。 

★★★★★ 

IP- 7900 

50m 2 /h (100m 2 /h) 

IP-7700 

50m 2 /h (100m 2 /h) 

• •000 

720 x 360 

4 

フアインドラフト 1 

速度と画質のバランス型 

生産性と画質をバランスさせ 
た印刷モードです。 

標準モードより若干粗く印刷 
することで、速度を上げます。 

★★★☆☆ 

IP-7900 

39m 2 /h (78m 2 /h) 

IP-7700 

36m 2 /h (72m 2 /h) 

• •000 

540 x 540 

6 

ヒヨウジユン 1 

(標準 1) 

標準モード 
(通常使用モード） 

標準の印刷モードです。 

通常はこのモードで使用して 
ください。画質は高解像度で 
処理されます。 

★★☆☆☆ 

IP-7900 

30m 2 /h (60m 2 /h) 

IP-7700 

27m 2 /h (54m 2 /h) 

• •000 

720 x 720 

8 

ヒヨウジユン 2 

(標準 2) 

速度より、ベタ濃度重視 
かすれやすいメディア向け 

かすれやすいメディアに向い 
た印刷モードです。 

ベタ部分でかすれが気になる 
場合に使用してください。 

★★☆☆☆ 

IP-7900 

20m 2 /h (40m 2 /h) 

IP-7700 

18m 2 /h (36m 2 /h) 

• ••〇〇 

720 x 900 

10 

コウヒンイ 
(局品位) 

速度より、画質重視 

「標準」で乾燥性が悪いメディ 
アを使用している場合、もし 
くは印刷のムラが気になる場 
合に使用してください。 
ゆっくり印刷することで、き 
れいに仕上がります。 

★☆☆☆☆ 

IP-7900 

13m 2 /h (26m 2 /h) 

IP-7700 

12m 2 /h (24m 2 /h) 

• •000 

720 x 720 

16 

コウノウド 
(高濃度 2) 

電飾用途向け、 

速度より画質重視 

透過系のメディア （FF、 透明 
塩ビ、乳白塩ビ等）および濃 
度を必要とする印刷の場合に 
有効な印刷モードです。 

★☆☆☆☆ 

IP-7900 

13m 2 /h (26m 2 /h) 

IP-7700 

12m 2 /h (24m 2 /h) 


720 x 720 

16 


() カツコ内は4色機の場合 


Oil) 

• 印刷速度の数値は、 2642mm (104インチ）幅 （IP-7700 は1 900mm (74 インチ）幅）の口ールに全幅でプリントした場合の速度を、 
8色機の速度 （4 色機の速度）という形式で記載しています。 

-「ガシツモード」が「オフ」の場合の数値です。 

(注 2) 

ここに記した「最大濃度」は、本機が最大限発揮できる濃さの目安です。 

実際のプリントでは、 RIP (プ□ファイル）による色作りによって濃さが決まります。 

高濃度モード（電飾用途）以外のモードでは通常、 

• 写真などの画像部分では、どのモードも同じ濃度でプリントされます。 

•ベタ部では、 RIP の設定により、モードごとに濃度が異なる場合があります。 

高濃度モード（電飾用途）では通常、プリント全体が濃い目にプリントされます。 
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こんな症状が出たら 


ここでは、お客様が本機を使って、よ0良い画質を得るためのヒントを説明します。印刷物の症状に従って対 
処してください。 

1症状に対して複数の対処方法が記載してある場合、効果が大きいと予想される方法から順に記載しています。 
1番目から優先に行い、改善効果を確認する事を推奨します。（記載してある全ての対処方法を実行しなければ 
改善しないとい〇事ではあ D ません。） 


♦印刷が薄い 


原因 


対処方法 


• 使用環境が本機の仕様外である 室温を 15° C 以上（推奨温度:20〜 25° C ) にあげ、本機を十分に暖気してください。 


• メディアの選択が合つていない メディアの選択を確認してください。（〇〇 基本操作ガイド 52 ページ) 


♦印刷開始時に印刷抜けが発生する 


使用温湿度範囲外 


使用温湿度範囲内で使用してください。 （ CP 基本操作ガイド 17 ページ） 


• ノズル面が通週する経路上にゴミプラテン上、メディアエッジガード、スピットケース、キャッピンク'ユニット、ワ 
が付着している イパーブレードの順に確認し、ゴミ•汚れ等を取り除いてください。 


メディアのほつれた糸クズがプリントへッドにこずれて印刷抜けが起こることが 
あります。糸クズのないメディアに交換してください。 


排気ファンフィルタが目詰まりしていないか確認してください。目詰まりしてい 
たら交換してください。 （ QP 基本操作ガイド 17 ページ） 
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♦メディアにシワ • カールが発生する 


原因 

対処方法 

• 使用温湿度範囲外 

① 使用温湿度範囲内で使用してください。 

※ メディアによっては、使用温湿度範囲内でもシワが発生します。 

② 実績のあるメディアを使用してください。 

• メディアが環境に馴染んでいない 

メディアの保管環境とプリンタの使用環境が異なる場合は十分馴染ませてくださ 
い。 

※ 馴染ませる時間は、メディアの種類や保管環境により異なります。 

• メディアのセツト不良 

以下のような状態で、メディアが適切にセットされていることを確認してくださ 

い。 

• プリンタ本体/フラン ジ に対してメディアが垂直にセットされているか、確認する。 

- オペレーションパネルの「メディア種類」が正しく選択されているか、確認する。 

• 給紙側テンションバーの長さが適切か、セット位置がメディア中央になっているか、確 
認する。 

• メディアに適した巻き取り方式で巻き取られているか、確認する。 

• ヒータの 熱によるシワ 

① ヒータ加熱中にシワが入る場合、ヒータ加熱を事前に行ってからメディアをセッ 
卜してください。 

② ヒータ温度を変更してください。3ヒータとも一律に 5° C 刻みで上下させてく 
ださい。（注 1 ) 

③ 実績のあるメディアを使用してください。 

• メディアのカール 

① メディアの縦方向（ X 方向）にカールが発生するメディアは使用しないでくだ 
さぃ。 

② メディアの左右端 （ Y 方向）のカールが発生し、メディアエッジガードと吸着ファ 
ンで抑えきれないメディアは使用しないでください。 

③ 実績のあるメディアを使用してください。 


oi1) メディア送り補正値の再調整が必要です。 
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♦印刷物に白スジが入る 


【基本イメージ】 【症状 A 】 【症状 B 】 【症状 C 】 



【原因】 【原因】 

メディア送り補正値が合つ プリントヘッドのノズル 
ていない 詰まり 



【原因】 

メディアとの相性が悪い 


【参考】 

カラーストライプを 
つけると全色で白ス 

■ ■ 

【参考】 

カラーストライプを 
つけると一部の色で 

二 

ジが発生 

■ 

白スジが発生 

■ 


対処方法 


【症状 A 】 メディア送り補正値を合わせてください。 

• メディア送り補正値が合っていない※巻き取り方式がたるみ巻き/テンション巻きの違いにより、調整値が異なります。 


① 以下のような状態で、メディアが適切にセットされていることを確認してくだ 
さい 0 

• プリンタ本体/フランジに対してメディアが平行にセットされているか、確認する。 

• オペレーションパネルの「メディア種類」が正しく選択されているか、確認する。 

• 給紙側テンションバーの長さが適切か、セット位置がメディア中央になっているか、確 
認する。 

• メディアに適した巻き取り方式で巻き取られているか、確認する。 

• メディアにシワ • 力ールが発生している場合は、「メディアにシワ • 力ールが発生する」 
の項目を参照してください。 

② 加圧操作ノブで加圧力を変えてください。 oi1) 

③ 画質モードを「モード1丄「モード2丄「モード3」または「モード4」にし 
てください。（注 1 )，（注 2 ) 

④ よリ遅い印刷モードに変更してください。 (aiX(5i2) 


【症状 B 】 ①プラテン上やプリントへッドのノズル面が通過する付近にメディアの糸クズや 

•プリントヘッドのノズル詰ま0 垂れたインクが固まったものなど、「ごみ」がないか確認し、あれば取り除いて 

ください。 

② スピットケースの表面にインクがたい積していたり、ネットが破けている場合 
は交換してください。 

③ メディアにシワ • 力ールが発生している場合は、「メディアにシワ • カールが発 
生する」の項目を参照して、適切な対応をしてください。 

④ 日常メンテナンスを行ってください。 

※ヘッドガード、エッジガード、キャリッジの下面、プリントヘッド先端部の左右両側の 
清掃も忘れずに行ってください。 

※クリーニング（ツウジヨウ）も忘れずに行ってください。 

⑤ キャップ C L ジュウテンを行ってください。 

⑥ ヘッドクリーニングキット （ QP 基本操作ガイド 106 ページ） で、プリントへッ 
ド面を清掃してください。 

※へッドクリーニングキット付属説明書を参照してください。 

〇カラーストライプをつけて印刷する事で印刷抜けが発生しにくくなります。 （CU 29ベー 
ジ） 


【症状 A 】 

• メディア送0の精度が悪い/安定 
しない 
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① ヒータ温度を下げてください。3ヒータとも一律 5° C 刻みで下げてください。°' ±1} 
※印刷する前にヒータ温度が変更した温度まで下がっていることを確認してください。 

※メディアによってはヒータ温度を上げて効果がある場合があります。 

② 画質モードを「モード2」、「モード3」または「モード4」にしてください。 

(注1)，（注 2) 

③ より遅い印刷モードに変更してください。 （ 注 1〕 ， （ 注 2〕 

④ 実績のあるメディアで印刷してください。 

0i1) メディア送り補正値の再調整が必要です。 

° i2) 印刷速度は変わります。 


♦印刷物に黒スジが入る 


【症状 M 【症状 B 】 【症状 C 】 【症状 D 】 


0 


【原因】 【原因】 ※プリント全面に黒スジ ※プリントー部に黒スジ 

プリントヘッドまわりが 双方向印刷によるイン【原因】 【原因】 

汚れている ク吹出し順の違い メディア送り補正が合つインクの乾きが遅い 

ていない 





— 






【基本イメージ】 


【症状。】 

• メディアとの相性が悪い 
(ドットが広が0にくいメディア) 


原因 


対処方法 


【症状 A 】 ①プラテン上やプリントへッドのノズル面が通過する付近にメディアの糸クズや 

•プリントヘッドのまわりが汚れて 垂れたインクが固まったものなど、「ごみ」がないか確認し、あれば取り除いて 

いる ください。 


② スピットケースの表面にインクがたい積していたり、ネットが破けている場合 
は交換してください。 

③ メディアにシワ • カールが発生している場合は、「メディアにシワ • カールが発 
生する」の項目を参照して、適切な対応をしてください。 

④ 日常メンテナンスを行ってください。 

※ヘッドガード、エッジガード、キャリッジの下面、プリントヘッド先端部の左右両側の 
清掃も忘れずに行ってください。 

※クリーニング' (ツウジョウ）も忘れずに行ってください。 


⑤ キャップ C L ジュウテンを行ってください。 

⑥ ヘッドクリーニングキット （QP 基本操作ガイド 106 ページ） で、プリントへッ 
ド面を清掃してください。 

※へッドクリーニングキット付属の説明書を参照してください。 


【症状巳】 ①画質モードを「モード2丄「モード3」または「モード4」にしてください。 

• 双方向印刷によるインク吹出し順 o ' iu ( 注 2〕 

の遅い ②よリ遅い印刷モードに変更してください。（注 1〕 ’ （ 注 2〕 

③ 片方向で印刷してください。 °' i2) 

④ 実績のあるメディアで印刷してください。 


【症状 C 】 メディア送り補正値を合わせてください。 

• メディア送り補正値が合つていない※巻き取り方式がたるみ巻き/テンション巻きの違いにより、調整値が異なります。 
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【症状 C 】 

• メディア送りの精度が悪い/安定 
しない 

① 以下のような状態で、メディアが適切にセットされていることを確認してくだ 
さい 0 

• プリンタ本体/フラン ジ に対してメディアが平行にセットされているか、確認する。 

• オペレーションパネルの「メディア種類」が正しく選択されているか、確認する。 

• 給紙側テンションバーの長さが適切か、セット位置がメディア中央になっているか、確 
認する。 

• メディアに適した巻き取り方式で巻き取られているか、確認する。 

• メディアにシワ • 力ールが発生している場合は、「メディアにシワ • 力ールが発生する」 

の項目を参照してください。 

② 加圧操作ノブで加圧力を変えてください。 oi1) 

③ 画質モードを「モード1丄「モード2丄「モード3」または「モード4」にし 
てください。（注 1 )，（注 2 ) 

④ よリ遅い印刷モードに変更してください。 oi1X( ' ;i2) 

【症状 D 】 

•インクの乾きが遅い 

(モタリング（ブリーディング）が 

発生している） 

① ヒータ温度を上げてください。3ヒータとも一律 5° C 刻みで上げてください。 

(注 1) 

※ プリントする前にヒータ温度が変更した温度まで上がっていることを確認してください。 

② 画質モードを「モード1丄「モード2丄「モード3」または「モード4」にし 
てください。（注 1 )，（注 2 ) 

③ よリ遅い印刷モードに変更してください。 oi1X( ' ;i2) 

④ 片方向で印刷してください。 

⑤ 実績のあるメディアで印刷してください。 

⑥ RIP のプ□ファイルでインク量が少ないプ□ファイルを使用する。 

※使用するインク量が変わるので、色味も変わります。 


oi1) メディア送り補正値の再調整が必要です。 
oi2) 印刷速度は変わります。 
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♦印刷物に汚れが入る 


【基本イメージ】 


【症状 A 】 

【症状 B 】 

【症状 C 】 

A 

0 

A 


A 


A 



【原因】 

インクのしぶき 

【原因】 

インクのボタ落ち 


【原因】 

プリントへッドのこすれ 


対処方法 


【症状 A 】 ①使用温湿度範囲内で使用していることを確認してください。 

•インクのしぶき ②「ヘッドタカサチョウセイ」の値を確認して、0より大きい場合は0にしてくだ 

さい。（注 3 ) 

③ 日常メンテナンスを行ってください。 

※ヘッドガード、エッジガード、キャリッジの下面、プリントヘッド先端部の左右両側の清 
掃も忘れずに行ってください。 

④ クリーニング（キョウリョク）を行ってください。 

⑤ 画質モードを「モード4」にしてください。 ( ' ;i2) 

※オウフクチョウセイ1の調整が必要です。 

⑥ よリ速い印刷モードに変更してください。 °' ±1X( ' ;i2) 

⑦ キャップ C L ジュウテンを行ってください。 

⑧ ヘッドクリーニングキット （ QP 基本操作ガイド 106 ページ） で、プリントへッ 
ド面を清掃してください。 

※へッドクリーニングキット付属の説明書を参照してください。 

⑨ 「ヘッドタカサチョウセイ」の値を下げて、ヘッド高さを下げてください。 ( ' ;i3) 

※ヘッド高さは下げ過ぎないでください。メディアジャムが起こりやすくなります。 

【症状 B 】 ①使用温湿度範囲内で使用していることを確認してください。 

• インクのノ下夕落ち ②プラテン上やプリントへッドのノズル面が通過する付近にメディアの糸クズや 

垂れたインクが固まったものなど、「ごみ」がないか確認し、あれば取り除いて 
ください。 

③ スピットケースの表面にインクがたい積していたり、ネットが破けている場合 
は交換してください。 

④ メディアにシワ • カールが発生している場合は、「メディアにシワ • カールが発 
生する」の項目を参照して、適切な対応をしてください。 

⑤ 日常メンテナンスを行ってください。 

※ヘッドガード、エッジガード、キャリッジの下面、プリントヘッド先端部の左右両側の清 
掃も忘れずに行ってください。 

※クリーニング' (ツウジョウ）も忘れずに行ってください。 

⑥ キャップ C L ジュウテンを行ってください。 

⑦ ヘッドクリーニングキット 基本操作ガイド 106 ページ） で、プリントへッ 
ド面を清掃してください。 

※へッドクリーニングキット付属の説明書を参照してください。 

⑧ 静電気が発生しやすいメディアもあります。その場合、静電気によって、ノズ 
ル面に付着しているインク滴がインクのボタ落ちの原因となります。 

⑨ ターポリン系のメディアでは、ほつれた糸クズがプリントへッドにこすれて 
インクが垂れることがあります。 


こんなと含は 


調整する 



丨ヅ U — 
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① 以下のような状態で、メディアが適切にセットされていることを確認してくだ 
さい。 

-プリンタ本体/フランジに対してメディアが平行にセットされているか、確認する。 

• オペレーションパネルの「メディア種類」が正しく選択されているか、確認する。 

-給紙側テンションバーの長さが適切か、セット位置がメディア中央になっているか、確 
E 忍する。 

-メディアに適した巻き取り方式で巻き取られているか、確認する。 

• メディアにシワ • 力ールが発生している場合は、「メディアにシワ • 力ールが発生する」 

の項目を参照してください。 

② プラテン上やプリントへッドのノズル面が通過する付近にメディアの糸クズや 
垂れたインクが固まったものなど、「ごみ」がないか確認し、あれば取り除いて 
ください。 

③ スピットケースの表面にインクがたい積していたり、ネットが破けている場合 
は交換してください。 

④ 日常メンテナンスを行ってください。 

※ヘッドガード、エッジガード、キャリッジの下面、プリントヘッド先端部の左右両側の清 
掃も忘れずに行ってください。 

※クリーニング' (ツウジョウ）も忘れずに行ってください。 

⑤ キャップ C L ジュウテンを行ってください。 

⑥ ヘッドクリーニングキット （ CP 基本操作ガイド106ページ） で、プリントへッ 
ド面を清掃してください。 

※へッドクリーニングキット付属の説明書を参照してください。 

oi 1) メディア送り補正値の再調整が必要です。 

oi 2) 印刷速度は変わります。 

oi 3) 往復補正値の再調整が必要です。 


【症状。】 

• プリントへツドのこすれ 
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♦印刷物にニジミが入る 


【基本イメージ】 


【症状へ】 


0 


基本イメ ー ジ 


【原因】 

インクの乾きが遅い/ 
インク量が多い 


【症状 B 】 


【症状 C 】 


因因 


【原因】 

プ U ントヘッド位置のずれ 
/プ U ントヘッド往復位置 
のずれ 


【原因】 

メディア送り補正が合って 
いない 


【症状 A 】 ①ヒータ温度を上げてください。3ヒータとも一律 5 °C 刻みで上げてください。 Gi1) 

• インクの乾きが遅い/インク量が※プリントする前にヒータ温度が上がっていることを確認してください。 

多い ②画質モード2、3又は4にしてください〇 0 主 1 )，（注 2 ) 

③ よリ遅い印刷モードに変更してください。 （ 注 1〕 ， （ 注 2〕 

④ 片方向で印刷してください。 

⑤ 今までに実績のあるメディアで印刷してください。 

⑥ RIP のプ□ファイルでインク量が少ないプ□ファイルを使用してください。 
※使用するインク量が変わるので、色味も変わります。 


【症状巳】 

• プリントへッド位置のずれ/ 

プリントへッド往復位置のずれ 

① プリントへッドの位置調整を行ってください。 （ C 0 78 ページ） 

② プリントへッドの往復調整を行ってください。 （ CP 82 ページ） 

【症状。】 

• メディア送0補正値が合っていない 

メディア送り補正値を合わせてください。 

※巻き取り方式がたるみ巻き/テンション巻きの違いにより、調整値が異なります。 


【症状。】 

• メディア送りの精度が悪い/安定 
しない 


① 以下のような状態で、メディアが適切にセットされていることを確認してくだ 
さい0 

• プリンタ本体/フランジに対してメディアが平行にセットされているか、確認する。 

• オペレーションパネルの「メディア種類」が正しく選択されているか、確認する。 

• 給紙側テンションバーの長さが適切か、セット位置がメディア中央になっているか、確 
認する。 

• メディアに適した巻き取り方式で巻き取られているか、確認する。 

• メディアにシワ.力ールが発生している場合は、「メディアにシワ.力ールが発生する」 
の項目を参照してください。 

② 加圧操作ノブで加圧力を変えてください。°' ±1} 

③ 画質モードを「モード1丄「モード2丄「モード3」または「モード4」にし 
てください。（注 1 )’（注 2 ) 

④ よリ遅い印刷モードに変更してください。 （ 注 1〕 ， （ 注 2〕 


oi 1) メディア送り補正値の再調整が必要です。 
oi 2) 印刷速度は変わります。 




対処方法 


こんなと含は 



ユ丨ヅリ— 


調整する 
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♦印刷物の端に縦スジが入る 


【基本ィメージ】 【症状 A 】 


A 


【原因】 

プラテン上、メディアの左端部 
とメディアエッジガードの接点 
が吸着穴近傍にある。 



【症状 B 】 



【原因】 

プラテン上、メディアの右端部 
とメディアエッジガードの接点 
が吸着穴近傍にある。 


原因 


対処方法 


【症状 A 】 【症状巳】 

• プラテン上、メディアの端部とメ 
ディアエッジガードの接点が吸着 
穴近傍にある場合、メディアエッ 
ジガードとメディアの間から吐出 
インクの一部を吸い込み、縦スジ 
が発生する場合がある。 


プラテン上のメディアの端部とメ 
ディアエッジガードの接点が吸着穴 
近傍に位置しないように、メディア 
をずらしてください。 



※この範囲内に吸着穴が位置しないようにしてください。 


縦スジが発生する場合の 
メディア位置の一例 


縦スジが発生した場合に、メ 
ディアの位置をずらす例 （1) 


縦スジが発生した場合に、メ 
ディアの位置をずらす例 （2) 




メディアエッジガード 


■ ^ 1 II / |. ; | 

II 

プラテン ノ 

!=n 

吸着穴 

1： 

II M 

1 11 1匚 



ii 

1 1 1 1 1 1 
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♦印刷物の左右で異なるスジが入る 


てを確認し、□ール仕立てが悪ければ、 

: Z ットされていることを確認してくだ 

P 行にセットされているか、確認する。 

E しく選択されているか、確認する。 
、位置がメディア中央になっているか、確 

こいるか、確認する。 

ま、「メディアにシワ•力ールが発生する」 

ナ確認し、メディアの再セットと巻き 



ハ 0 


(注 1) 
(注 1) 



【基本イメージ】 


n 


【原因】 

メディアの送りがスキュ- 
してし)る 


メディアの送0がスキ ユーして いる 


X r 

悪い例 1 

n メディァ 

〇 r 

良い例 

| 脚 


① タケノコ状、へこみがないか、□—ル仕立 
仕立ての良い□ールと交換してください。 

② 以下のような状態で、メディアが適切に H 
さい0 

-プリンタ本体/フランジに対してメディアが X 
• オペレーションパネルの「メディア種類」 

-給紙側テンションバーの長さが適切か、セッ 
E 忍する。 

• メディアに適した巻き取り方式で巻き取られ1 

• メディアにシワ • 力ールが発生している場合 I ; 
の項目を参照してください。 

③ 巻き取り側で巻きムラが発生していないプ 
取り装置への再セットを実施してくださし 

④ 加圧操作ノブで加圧力を変えてください。 

⑤ テンションバーの長さを変えてください。 

⑥ 実績のあるメディアを使用してください 


が I 

I 



oi 1) メディア送り補正値の再調整が必要です。 


対処方法 



こんなとぎは 


ユ丨ヅリ— 


調整する 
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p 


p 


p 


ツウジョウ（通常）クリ- 
実施します。 


-ニングでも印刷抜けが回復しない場合に 


「ノズルプリント」 
印刷抜けのチェック 


キャップ内にインクを充填してプリントヘッド（ノズル面）をイン 
クで浸し、ノズル詰まりを解消させるために実施します。実施後、1 
〜2時間プリンタを放置します。 


「ノズルプリント」 
印刷抜けのチェック 


キャップ内にワイプクリーニング液を充填してプリントヘッド（ノ 
ズル面）をワイプクリーニング液で浸し、ノズル詰まりを解消させ 
るために実施します。実施後、一晩 （1 2時間〜18時間程度）本機 
を放置します。 


「ノズルプリント」 
印刷抜けのチェック 


印刷抜け（ノズル詰ま 0) を回復させる 

日常メンテナンスを実施しても印刷抜けが発生する場合は、以下の作業を実施してください。 



へッドクリーニングキットに添付してある説明書にしたがって、 
ヘッドを洗浄してください。（通常は2ヶ月に1回を目安に実施し 
ます。） 


♦強カクリーニング 


f 个インタ 

トゥロク ” 

[令メティァ 

オクリ今 

- -V 


(MENU) 


本機をオフラインにして、 ( MENU ) キーを押す 


B 


个ハ '' ツクフイート '' 

フィ - 卜、、小 ’ 

令クリーニンク '' 

サーヒ''ス今 

- 


キーを押す 


B 


B 


#クリーニング 
> ッウシ 、' ヨウ 


〇 


# クリーニンク '' 
氺ツウシ 、' ヨウ 


<2> 


® キーを押す 


<^>キーを押す 


フィルキャップ 


キャップ CL 充填 


強カクリーニング 


▼ ▼▼ 


▼ ▼▼ 


▼ ▼▼ 
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B 


#クリーニンク'' 
* キヨウリヨク 


〇 


井クリーニンク'' 

*キヨウリヨク：8 7 6 5 4321 


等® 


B 


#クリーニンク'' 8 7 6 54 321 
*ホ'' トルカクニン 0 K ? 


〇 


#クリーニンク、' 8 7 6 5432 1 
*シ、'ッコウチュウ C 12 


10秒おきに数字がダウンする 


0キーを 押す 


^キーを 押す 


0キーを 押す 

廃インクボトルが一杯になっていないことを目視で確 
認します。 

クリーニング開始 

クリーニング動作は数分かか0ます。 

クリーニングが開始されると、所要時間が表示されま 
す。所要時間は10秒おきにカウントダウンします。 


井クリーニンク'' 
>ッウシ'' ヨウ 



个ハ'' ツクフイート'' 

フイート'' ル 

f クリーニンク'' 

サーヒ''ス今 

-^ 


(<] キーを 押す 

オフライン状態（メニューモード）表示に戻ります。 


♦フイルキャップ 


インク 

トゥロクル1 

[令メティァ 

オクリ今 

- -V 


(MENU) 


B 


B 


B 



<2> 


#フイルキヤッフ° 

> 


〇 


本機をオフラインにして 、 (ME N U ) キーを押す 


キーを 押す 


キーを数回押して、「#フイルキャップ」 
を選択する 


® キーを 押す 
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□ 

#フイルキヤツフ。 

*0 K ? 


等 



#フイルキヤッフ。 

- c 


*シ'' ッコウチュウ 

- -V 


♦キャップ CL 充填 



D 

个インク トウロクル 1 ！ 

令メテ''イア オクリ今 


备 ( MENU ) 

B 

个ハ、' ックフイート、' フイート'' ル^！ 

令クリーニンク'' サーヒ '' ス今 j 



EI 

^キヤッフ。クリーニンク、' ’ 

> 


畢 < s > 

B 


r # サ-ビス 
>サーヒ '' スクリーン 


等 ® 

□ 

r # サ-ビス ’ 

* サーヒ '' スクリーン 


等 <5>. .. 

□ 

サ-ビス ’ 

* キヤッフ。 CL シ、'ュウテン 


等 ® 


❿キーを 押す 


1〜2時間放置する 

放置した後、印刷をする前にツウジヨウクリーニング 
を実施して < ださい。 


本機をオフラインにして 、 (ME N U ) キーを押す 


キーを 押す 


0キーを押して、「#サービス」を選択する 


® キーを 押す 


キーを数回押して、「*キャップ CL ジユ 
ウテン」を選択する 


® キーを 押す 
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B 

「#サ-ビス 
氺ホ'' トルカクニン 

- ^ 

0 K ? 

等 

❿ 


キャリッジ、、イト、、ウチュウ 

シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

景 



カハ''ーヲアケテ 

クリーナエキヲイレテクタ''サイ 

- ノ) 





0 キーを押す 


フロントカバーを開けてから、キャップカバー 
を開ける 


キャップにワイプクリーニング液を垂らす 


キャップカバーを閉めてから、フロントカバー 
を閉める 

自動的にキヤリッジが元の位置に戻ります。 


一晩 （12 時間〜18時間）放置する 

放置した後、印刷をする前にツウジヨウクリーニングを実施してください。 
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色切 0 換え （8 色 — 4 色、4色 — 8色）をする 


■ 必要なもの 作業を始める前に、以下のものが揃っているか確認してください。 


色交換セツト （ IP 7-122) 




♦ 「色交換セット」は1回の色切り替えで使い切ります。 

新品の「色交換セット」が手元にあることをご確認の 
上、色切り替え作業を行ってください。 



切り換え後のインクパック 切り換え後の 

サブカートリッジ 

8色—4色の場合： 

Y 、 M 、 C 、 K のインクパックとサブカートリッジ 
4色 — 8色の場合： 

Lm 、 Gy 、 Lc 、 Lgy のインクパックとサブカートリッジ 


■ インクス□ツトの場所 

インクパック（トレイ）とサブカートリッジは、それぞれ決められた場所にセツトしてください。 


インクトレイ 


サブカートリッジ 


インク色 
(8 色) 

I ~I 


~場所 


1_| 

インク色 
(4 色） 



Lg 8 インクハ°ックヲ 


ヌ 


i : 


: クタ'' サイ 


1 -場所 
ーインク色 



u 
インク色 
(4 色） 


■ ご注意 

♦ LCD 上ではサブカートリッジ（カパー）のことをサブタンク（カバー）と表示します。 

|サフ'’タンクカハ''—ヲ 

I ハ r シフ- ^サブカートリッジカバーのことです。 


Lm 2 サフ'' タンクヲハス'' シテクタ'' サイ 

： - 1— サブカートリツジのことです。 


♦別売のインクトレイに予め洗浄液パックをセツトしておくと、作業をスムーズに行うことができます。 
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■ 作業の流れ 


mtM kmm igfel MEM 
WSSM B9 MJXM USB 

USM 匿 UWM 

■L ■：€■ M1M Egl 


シ''ュウテンスタート 


氺ホ''トルカクニン 0 K ? 


+❿ 

シ''ュウテンチュウ 

- - 

シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 


Step5 ダミーサブカートリッジを抜いて、切り換え後のサブカートリッジをセツトする 

8色 — 4 色 


1.1 小 №№1 



4色 — 8 色 



クリーニンク>スタート 


* ホ'’トルカクニン 0 K ? 



クリーニンク > チュウ 


シハ”ラクオマチクタ'' サイ 

12 




Stepl 廃インクボトルを空にする 



Step2 サブカートリツシを抜いて、タミーサブカートリツシをセットする 
8色"^4色 



|ホ|小⑴ホ|:| 


Step3 インクトレイを抜いて、洗浄を2回行う 
8色—4色 4色"^8色 


インクトレイ 

インクトレイ 


インクトレイ 


r ヌキトリスタ-卜 

■EO MMM 



，棚 ■▼ 墨 ■ 


氺ホ''トルカクニン 0 K ? 

m^iwm DSS 

mi\wm mi\pm 



‘ 4rm 




mm bb 


ヌキトリチュウ 

K£1 KSKI 

mxm 


na 


シハ'’ラクオマチクタ'' サイ 12 

- ノ J 


■洗浄液 I Y1 



シ''ュウテンスタート 
*ホ''トルカクニン 0 K ? 


+〇 


シ''ュウテンチュウ 
シハ'' ラクオマチクタ< サイ 


12 


■▼ 墨 ■ 

bi 


ヌキトリスタート 

氺ホ''トルカクニン 0 K ? 


+⑩ 


’ヌキトリチュウ 


シハ”ラクオマチクタ'' サイ 

12 


K 5 1洗浄滋 


シ''ュウテンスタート 

*ホ''トルカクニン 0 K ? 


インクトレイ 

■: M ■▼■国 

MJXM ■邏 


ヌキトリスタート 

* ホ''トルカクニン 0 K ? 



シ''ュウテンチュウ 

シハ'’ラクオマチクタ< サイ 12 


mm 


.ヌキトリチュウ 

シハ'’ラクオマチクタ'' サイ 12 


Step4 切り換え後のインクパックをセットする 
8色—>4色 4色—>8色 


こんなと含は 





I ヅリ— 


調整する 
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■ 色切 0 換え手順 

STEP 1廃インクボトルを空にする 


STEP 2サブカートリッジを抜いて、ダミーサブカートリッジをセツトする 


トインタ 

トゥロクル1 

[令メティァ 

オクリ今 

- 


(MENU) 



个ハ'' ツ クフイート'' 

フイート' ル 

令クリーニンク'' 

サーヒ''ス 今 

- -V 




1"#キャップク リー ニンク 

> 



本機をオフラインにして、 ( MEN U ) キーを押す 


キーを押す 


キーを数回押し、「#イ□キリカエ」を選 
択する 


B 

#イロキリカ I (8 ショク -4 ショク） 



> 

#イロキリカエ (4 シヨク -8 シヨク) 



<5> 

> 



等❿ 




W , <2>キーで色切0換えのメニューを選 
択し、 ffi キ-を押す 


サブカートリッジカバーを開ける 

ツマミネジ2ヶ所をゆるめて、サブカートリッジカ 
八'一を開けます。 

f サフ'' タンクカハ'' ーヲ 

ハス'' シテクタ'' サイ 


サブカートリッジ （4 本）を取0外す 

8色 — 4色の場合： 

Lm 2、 Gy 4、 Lc 6、 Lg 8 のサブカートリッジを取り外 
します。 

j \ m 2 サフ’' タンクヲハス’' シテクタ’' サイ^ 


4色 — 8色の場合： 

M 2、 K 4、 C 6、 丫8のサブカートリツジを取0外します。 

flVI 2 サフ’' タンクヲハス’' シテクタ’' サイ1 
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ダミーサブカートリッジ 



色交換セツトのダミーサブカートリツジをセツ 
卜する 

8色 — 4色の場合： 

Lm2、Gy4、Lc6、Lg8 のインクス□ツトにセツトし 
ます。 


Lm 2 夕 '' ミーサフ’' タンクヲ 
セツトシテクタ’' サイ 


4色 — 8色の場合： 

M2、 K4、C6、 丫8のインクス□ツトにセツトします。 


( M 2 夕 '' ミーサフ'' タンクヲ 

— 

セツトシテクタ’' サイ 



サブカートリッジカバーを閉め、ツマミネジ2 ケ 
所を締める 


サフ'' タンクカハ'' ーヲ 
トリツケテクタ'' サイ 


STEP 3インクトレイを抜いて、洗浄を2回行〇 

n ィンクボックスカバー 


B 



ノブ 



インクボツクスカバーを開ける 


インクカハ'' —ヲ 
アケテクタ'' サイ 


インクトレイ （4 個）を取り外す 

8色 — 4色の場合： 

Lm2、Gy4、Lc6、Lg8 のインクトレイを取0外します。 


Lm 2 インクハ°ックヲ 
ヌイテクタ'‘サイ 


4色 — 8色の場合： 

M2、 K4、C6、 丫8のインクトレイを取0外します。 


M 2 インクハ°ックヲ 
ヌイテクタ'' サイ 


EI 


インクボックスカバー 



インクボックスカバーを閉める 
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ヌキトリスタート 



氺ホ、' トルカクニン 

0 K ? 


等③ 

ヌキトリチュウ 



シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 


0 キーを 押す 

抜き取りを実行します。 




インクボックス カバー 




セツトするインクトレイ 


インクボツクスカバーを開ける 


インクカハ''ーヲ 
アケテクタ''サイ 


洗浄液パックをセットしたインクトレイをセッ 
卜する 

8色 — 4色の場合： 

Lm2、Gy4、Lc6、Lg8 のインクス□ットにセットし 
ます。 

L m 2センシ、' ョウエキハ。ックヲ 
セツトシテクタ'' サイ 


4色 — 8色の場合： 

M2、 K4、C6、 丫8のインクス□ツトにセツトします。 

M 2 センシ‘' ョウエキハ。ックヲ 
セットシテクタ'' サイ_ 



インクボックスカバーを閉める 


インクカハ'' ーヲ 
シメテクタ'' サイ 



シ''ユウテンスター1 

氺ホ'' トルカクニン 

0 K ? 

-\ 

等® 

シユワテンチユワ 



シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 

- ろ 


® キーを 押す 

洗浄液を充填して本機内のインク洗浄をします。 
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Q 〜 Q の手順をく o かえし、再度洗浄を実行する 
STEP 4インクパックをセットする 

インクボックスカバーを開ける 

f インクカハ''ーヲ 

アケテクタ''サイ_ 


インクボックス カバー 



インクボツクスカバーを開ける 


ンクカハ''—ヲ 
アケテクタ''サイ 


洗浄液パックをセットしたインクトレイを取〇 
外す 

8色 — 4色の場合： 

Lm 2、 Gy 4、 Lc 6、 Lg 8 のインクトレイを取り外します。 

?L m 2センシ '' ョ ウエキハ。ックヲ 

ヌイテクタ'' サイ_ 

4色 — 8色の場合： 

M 2、 K 4、 C 6、 丫8のインクトレイを取0外します。 

M 2 センシ '' ョ ウエキハ。ックヲ 
ヌイテクタ'' サイ 


インクボックスカノ V—を閉める 



^キーを 押す 

抜き取りを実行します。 


インクボックス カバー 



" ノ 


ID 


取り外すインクトレイ 



取り外すインクトレイ 


インクボックス カバー 



m 


ヌキトリスタート 



* ホ'' トルカクニン 

0 K ? 


等⑩ 

ヌキトリチュウ 



シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 





13 


こんなと含は 
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セツトするインクトレイ 


セツトするインクトレイ 



インクトレイ （4 本）をセツトする 

8色 — 4色の場合： 

〔4 シヨクモート、' ノインクハ。ツクヲ 1 
セツトシテクタ'' サイ 


4色 — 8色の場合： 

シヨ クモー ト、' ノインクハ。ックヲ 
セツトシテクタ'' サイ 


インクポツクスカバー インクボックスカバーを閉める 



インクカハ''—ヲ 

-^ 

シメテクタ'' サイ 

- 


シ''ュウテンスター1 
氺ホ'' トルカクニン 

0 K ? 

- VN 

等® 

シ''ュウテンチュウ 


-〇 

シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 

12 

- ’ノ 


^キーを 押す 

インクを充填します。 


STEP 5ダミーサブカートリッジを抜いて、サブカートリッジをセツトする 




サブ カー トリツジ カバーを 開ける 

ツマミネジ2ケ所をゆるめて、サブカートリッジカ 
八'一を開けます。 



色交換セットのダミーサブカートリッジを取0 
外す 

8色 — 4色の場合： 

Lm 2、 Gy 4、 Lc 6、 Lg 8 のサブカートリッジを取り外 
します。 

m 2夕'' ミーサフ'' タンクヲ 
ハステク，' 夕、、サイ_ 

4色 — 8色の場合： 

M 2、 K 4、 C 6、 丫8のサブカートリッジを取り外します。 

j"M 2夕 '' ミーサフ'' タンクヲ 

ハステク'' 夕''サイ 
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ク リー ニンク'' スター ト 

- ^ 

氺ホ、'トルカクニン 0 K ? 

ノ j 

1⑩ 

-〇 


f クリー ニンク'' チュウ 
シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 12 


サブカートリッジ （4 本）をセットする 

8色 — 4色の場合： 

M 2、 K 4、 C 6、 丫8にサブカートリツジをセツトします。 



4色 — 8色の場合： 

Lm 2、 Gy 4、 Lc 6、 Lg 8 にサブカートリッジをセット 
します。 

j\m2 サフ'' タンクヲ 

L セットシテクタ'' サイ 

サブカートリッジカバーを閉め、ツマミネジ2ケ 
所を締める 



^キーを 押す 

クリーニングが実行され、色切0換え操作が終了します。 
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ヒータの 設定をする 


各ヒータ温度は、トウ□クメニューで設定されたヒータ初期値が自動設定されます。したがって、通常はヒー 
タコント□ールメニューを操作する必要はあ0ません。ヒータコント□ールメニューは、印刷中に温度の微調 
整を行〇場合や、現在のヒータ温度を確認する場合に使用します。 


♦ヒータ温度設定の流れ 


①メディアに登録された初期値温度でスタンバイ 



メディアセツト時にメディアの種類を選択すると、そのメ 
ディアに対して設定されている各ヒータの温度初期値がメ 
ニュー上に表示されます。 


② RIP データを受信して加熱開始 



RIP (プリントデータ、ジョブ）で温度設定をしている場合 
は、ヒータコントロールメニュー上の設定温度は上書きさ 
れます。 


③設定温度近くになると印刷開始 



アフター，プリント，プリのすべてのヒータの現在温度が 
設定温度より rc 低い温度に到達すると、印刷を開始します。 





〇ヒータの設定最高温度は以下の通りです。 
アフターヒータ： 70° C 、 プリントヒータ： 55° C 、 
プリヒータ： 55 °C 

◊印刷が終了しても、本項で変えられた設定温度 
が、メディアをセツトし直すまで（または電源 
をオフするまで）「設定温度」として残ります。 
ただし、トウ□クメニューのヒータ初期値の温 
度は変更されません。 



ノ 


④印刷中にヒータ温度を変更 



印刷中はヒータコントロールメニューで設定温度を変える 
ことにより、印刷しながら温度が変更できます。 


Aft 

40 

P r 

n 50 

P r e 

45 

0 

40 

c ) 

+ 55 

0 

45 1 
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■ 印刷時のヒータ温度制御 



(HEATER ) キーを押すとヒータコント□ールメニューが表示されます。 


㈣ キ- 

設定するヒータを選択します。 

< S > キ- 

ヒータ温度を設定します。 

( MENU ) キー 

ヒータのオン/オフを切0換えます。 

キ- 

ヒータコント□ールメニュー表示中に、 1.5 秒押し続けると、印刷動作がな 
くても強制的にすべてのヒータがオンにな0ます （ 加熱制御を開始します）。 

(CANCEL ) キー 

ヒータコント□ールメニュー表示中に、 1.5 秒押し続けると、_キーで強 
制的にヒータをオンした状態を解除します （ 加熱制御を停止します）。 


ヒータコントロールメニユー表爪中に ( HEATER ) キーを押します。 

■ ヒータコント□ールメニュー表示が自動で終了する場合 


ヒータヒヨ ウシ'' シュウリョウ 


ヒータコント□ールメニュー表示状態で、キーが 30 秒以上入力されない場合、自動的に「ヒータヒョウシ''シュ 
ウリョウ」と2秒間表示した後、ヒータコント□ールメニューの表示が終了します。 

この表示中は、キー入力は無効とな0ます。 


♦ヒータコントロールメニューを表示する 


♦ヒータコント□ールメニューのキー操作 


♦ヒータコントロールメニューの表示を終了する 


泣 ◊スタンバイ温度の初期値は以下の通りです。 

/ Ok アフターヒータ： 60° C 、 プリントヒータ： 45° C 、 プリヒータ： 45 °C 
kry ただし、設定温度が上記よりも低い場合は、設定温度まで温度が 
下がります。 


印刷 


こんなと含は 
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■ メディア種類とヒータ設定に関する参考情報 

メディアの種類ごとの、ヒータ設定温度とブリントモードの参考設定値（初期値）は、以下の通0です。ご使 
用のメディアによ0、設定を変更してお使いください。 


メディア分類 

メディアの種類選択 

推奨ヒータ設定温度 

プリントモード 

アフター 

プリント 

プリ 

光沢塩ビ 

Glossy 

45°C 

40°C 

45°C 

標準 1 /双方向 

光沢なし塩ビ 

Matte 

45°C 

40°C 

45°C 

標準1/双方向 

ター ポリン 

Banner 

45°C 

40°C 

45°C 

標準1/双方向 


ヒータ設定温度は、アフター 60° C 以下、ブリント 45° C 以下、プリ 50° C 以下の範囲内での設定を推奨します。 

A 注意 


♦ プリントヒータを高温に設定すると、インクの定着性は良くなりますが、メディアのシワや印刷面のマット化の原因になる場合 
があります。メディアの種類や環境温度にあわせて調整してください。 

♦ プリントヒータを高温に設定すると、安定した印刷品質を得るために、自動的に印刷速度を落として印刷する場合があります。 

♦ アフター/プリヒータの温度は、プリントヒータ温度に対して +5 °C を目安に設定してください。アフター/プリヒータとプリ 
ントヒータのバランスが悪いとメディアにシワが発生する場合があります。 

♦ プリントヒータを高温にすると印刷抜けが発生することがあります。 


♦初期値温度を設定する 


f 个インタ 

トゥロク” 

[令メティァ 

オクリ今 

- -V 


畢 


B 

畢公… 


# メテ'' ィアセンタク 

-\ 

>01 : PAPER 

ホ 



井 アフターヒータシヨ キチ 
>01: 4 0 °C 

等⑩ 



井 アフターヒータシヨ キチ 

* 01: 4 0 °C _ 

畢❾，，の 



1"#アフターヒータシヨ キチ 

*01 : 5 0 °C _ 

令® 


アフターヒータシヨ キチ 

>01: 5 0 °C _ 


本機をオフラインにし、キーを押す 


く^>キー を数回押して 「#アフターヒータ シヨ 
キチ」を選択する 

® キーを 押す 


設定温度を入力する 

@$キーで 桁を合わせ、 < S > キーで 数値を 
設定します。 


0キーを 押す 
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キーを押す 


❿キーを押す 


ベら，@キーを押して維持時間を選択する 


® キーを押す 


設定完了 





#スタンハ''イシ''カン 

- ^ 


>30フン 

- -V 


等⑱ 


B 


#スタンハ''イシ''カン 

ホ30フン 


畢 <2>, <S> 

B 


#スタンハ''イシ''カン 

*60 フン 


等® 


^スタンハ''イシ''カン ' 

>60フン 


f 个ファンクション 

システム小 1 

令メカチョウセイ 

ヒータ 今 

- -V 



印刷終了後、ヒータのスタンバイ設定温度を維持する時間を選択します。（スタンバイ設定温度に移行する時間 
も含みます。） 


f 个インク 

トゥロクル1 

[令メティァ 

オクリ今 

- -V 


C M E N LQ X2 


本機をオフラインにし 、 CM E N U ) キーを 2 回押す 


♦スタンバイ時間を設定する 


こんなとぎは 


ユ丨ヅリ— 


調整する 
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スマートパステクノロジーについて 


インクジエツ ト プリンタでは1スキャンで印刷する幅（バンド）の間隔で横縞模様が発生することがあ0ます。 
この横縞模様のことをバンディングと言います。バンディングの原因は、主にメディアに不適切な送 D 補正値 
が設定されていることです。適切な値ならすき間無くつながるバンド間が、値が大きすぎるとすき間が開き（白 
スジ)、小さすぎると重な0 (黒スジ）横縞模様が発生します。他にも、インクの乾燥が遅い場合やスキャン 
毎の送0量のバラツキが大きいメディアを使用した場合でもバンディングは発生します。 

正確なメディア送り 白スジ 

プリントヘッド 


バンド 


バンド 


黒スジ 


プリントヘッド 


和 



バンド すき間が 
開いている 




スマー トパス テクノロジー は、このバンデイングを軽減する機能です。本 スマートパステクノロジー「オン」 
機の操作メニューでは、トウ□クメニューの「#ガシツモード」でモード1、 

モード2、モード3、モード4のいずれかを選択することで有効にな0ま 
す。 

スマートパステクノロジーでは適切な送0補正値でもバンド間は重なって 
印刷されます。バンド間の重ね合わせ部分は独自のアルゴリズムで処理し、 

重ならない部分との差を小さ<して横縞模様を見えに<<します（モード 
1)〇 

モード2、モード3、モード4ではバンド間の重ね合わせ量を大きくし、 

新アルゴリズムを使用することによって、色ムラ、カスレを軽減させる機 
能を追加しました。この機能によ0従来よ0も高品質かつ安定した印刷が可能にな0ました。 



注意1 ) 

モード1では、印刷するデータによっては重ね合わせ部分が薄く見えたりぼやけて見えたりする場合があります。重ね合わせ部分が 
気になるようであれば、モード1以外を選択してください。 

注意 2) 

モード4ではキヤリツジ速度が遅くなりますが、故障ではありません。 


ガシツモード 

特徴 

送り補正値の 
ズレ許容度 

備考 

オフ 

ノ（ンデイング軽減を行いません。 

なし※ 

ぴったり正確に合わせても、滑0 
やすいメディアの場合、バンディ 
ングが出ることがあ0ます。 

モード1 

ノ（ンデイング軽減を行います。 

小 

滑りやすいメディアの微妙な送0 

モード2 

バンデイング軽減を行います。モード1で改善 
されなかった場合に使用します。 

中 

のばらつきも吸収することができ 
ますので、送り補正値が正確に合っ 

モード3 

バンデイング軽減を行います。モード1、モー 
ド2で改善されなかった場合に使用します。 

大 

てない場合でもきれいに印刷でき 
ます。（ズレが許容度を上回れば、 
印刷不良にな0ますので、ある程 
度の送り補正値の合わせは必要で 
す。) 

モー ド4 

バンデイング軽減を行います。特に「ニジミ」 

や「エッジのシャープさがな<ぼやけている」 

よ〇な症状を改善する場合に使用します。 

小 


※送り補正値をぴつた0正確に合わせてください 
「#ガシツモード」の変更手順は、田74ページをご参照ください。 
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IP-7900-00 


※現在開発中 

IP- 7700 -00 



※現在開発中 

Oil) 

印刷速度の数値は、 2642 mm (104 インチ）幅の□—ルに全幅でプリントした場合の速度を、上段： 8色機、下段： 4色機という形 
式で記載しています。4色機のモード2、モード3は現在開発中です。 

(注 2) 

印刷速度の数値は、1900 mm (74 インチ）幅の□—ルに全幅でプリントした場合の速度を、上段： 8色機、下段： 4色機という形 
式で記載しています。4色機のモード2、モード3は現在開発中です。 

(注 3) 

ドラフト1およびファインドラフト1では、モード4はサポートされていません。 

モード4を選択した場合は、モード3と同じ動作をします。 
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印刷モード名称 


印刷速度（注 2) 

モード1 モード2 モード3 


モード4 


印刷モード名称 


印刷速度（注1 ) 

モード1 モード2 モード3 


モート4 


ドラフト 1 

50m 2 /h 

46m 2 /h 

39m 2 /h 

28m 2 /h 

(注 3) 

1 00m 2 /h 

93m 2 /h 

※ 

※ 

(注 3) 

フアインドラフト 1 

39m 2 /h 

36m 2 /h 

24m 2 /h 

18m 2 /h 

(注 3) 

78m 2 /h 

72m 2 /h 

※ 

※ 

(注 3) 

ヒヨウジユン 1 

(標準 1) 

30m 2 /h 

27m 2 /h 

19m 2 /h 

13m 2 /h 

1 3m 2 /h 

60m 2 /h 

55m 2 /h 

※ 

※ 

※ 

ヒヨウジユン 2 

(標準 2) 

20m 2 /h 

19m 2 /h 

13m 2 /h 

10m 2 /h 

1 0m 2 /h 

40m 2 /h 

37m 2 /h 

※ 

※ 

※ 

コウヒンイ 
(局品位) 

13m 2 /h 

12m 2 /h 

8m 2 /h 

7m 2 /h 

7m 2 /h 

26m 2 /h 

24m 2 /h 

※ 

※ 

※ 

コウノウド 
(高濃度 2) 

13m 2 /h 

12m 2 /h 

8m 2 /h 

7m 2 /h 

7m 2 /h 

26m 2 /h 

24m 2 /h 

※ 

※ 

※ 


ドラフト 1 

5 〇 m 2 /h 


34m 2 /h 

25m 2 /h 

(注 3) 

1 00m 2 /h 


※ 

※ 

(注 3) 

フアインドラフト 1 

36m 2 /h 

33m 2 /h 

22m 2 /h 

16m 2 /h 

(注 3) 

72m 2 /h 

67m 2 /h 

※ 

※ 

(注 3) 

ヒヨウジユン 1 

27m 2 /h 

25m 2 /h 

16m 2 /h 

12m 2 /h 

1 2m 2 /h 

(標準 1) 

54m 2 /h 

50m 2 /h 

※ 

※ 

※ 

ヒヨウジユン 2 

18m 2 /h 

16m 2 /h 

12m 2 /h 

8m 2 /h 

8m 2 /h 

(標準 2) 

36m 2 /h 

33m 2 /h 

※ 

※ 

※ 

コウヒンイ 

12m 2 /h 

11 m 2 /h 

7m 2 /h 

5m 2 /h 

5m 2 /h 

(局品位) 

24m 2 /h 

22m 2 /h 

※ 

※ 

※ 

コウノウド 

12m 2 /h 

11 m 2 /h 

7m 2 /h 

5m 2 /h 

5m 2 /h 

(高濃度 2) 

24m 2 /h 

22m 2 /h 

※ 

※ 

※ 
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調整する 


調整をする前に 


調整を行〇前に、以下の作業を行ってください。 

① ヒータを強制的に ON に設定し、装置を30分以上温めてください。 

装置が充分に温まった後、調整を実施してください。装置が充分温まっていない状態で調整を行〇と、 
正し<調整が行えない場合があ0ます。 

② プリントヘッドの高さを合わせる為、加圧操作ノブを 「 Open 」 にして、メディアを再度セットし直し 
てください。 

③ スマー ト パステクノロジー「#ガシ ツモー ド」を「オフ」にしてください。 


♦スマートパステクノロジー「#ガシツモード」の変更手順 


D 

个 インク 
+ メテ'' イア 

トウロク si/ 
オクリ 今 


1 

<2> 

B 

#メテ'' ィアセンタク 

>01: PAPER ホ 


♦ 

<2>- -- 

B 

#力''シツモート'' 

>01 :モ-ド 1 


等 


B 

#力''シツモート'' 

*01 :モード 1 


等 

<2> 

□ 

#力''シツモート'' 

*01 :オフ 

- 


等⑩ 


f # 力''シツモート'' 

>01:オフ_ 


本機をオフラインにし、^キーを押す 


キーを数回押して、「#ガシツモード」を 
選択する 


® キーを 押す 


キーを 押す 


❿キーを 押す 
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•調整をする前に/❿調整方法 


本機をオフラインにし、丨> キーを押す 



<2>， <S> キーを押して、「ラフ」の印刷モー 
ドを 選択し、® キーを押す 

メディア送〇補正値を設定するメディアで、通常お使 
いいただく印刷モードを選択してください。 

印刷モードの詳細は 、 QP 45ページをご参照ください。 


个 インク 


トウロク si / 

f メテ'' ィア 


オクリ 今 

1 @ 

井オクリチョウセイ ハ。 ターン 


氺ラフ（ヒヨウシ、' . 

ュン 1) 



等® 


メディア送0の補正はメディア送0調整パターン「ラフ」で、おおよそのメディア送0補正値を求め、「シヨ 
ウサイ」で正式な補正値を設定します。「ラフ」「シヨウサイ」とも1回で約 90 cm の調整パターンを印刷します。 
印刷中にメディアの送0量を調整する場合は、0044ページをご参照ください。 

■ 作業の流れ 


Stepl 

「オクリチョウセイパターン」の 
「ラフ」を印刷する 


P 

補正値を 
読み取る 


P 

補正値を 
読み取る 


Step 4 

「オクリホセイチ」 
に補正値を入力する 


Step 2 

「オクリホセイチ」 
に補正値を入力する 


Step 3 

「オクリチョウセイパターン」の 
「ショウサイ」を印刷する 




■ 調整手順 


’彳 

メディア送り補正値が変わる要因 ^ 

感 

•印刷モードの変更 

•加圧操作ノブによる圧力変更 


•巻き取り装置の使用/未使用 


•メディア種類の変更 


•搬送経路の変更 ] 

V 

ノ 


STEP 1調整パターン「オクリチヨウセイパターン」の「ラフ」を印刷する 
長さ 4m 以上のメディアを取り付ける 


実際に印刷する時と同じ条件でメディアをセツトして 
<ださい。 





♦メディアの送り量を調整する r オクリチョウセイ」 


感 


印刷モード「コウノウド2」を使用している場合 

♦ 以下の印刷モードの送り補正値を求める場合は、使用する調整パターンの名称が異なります。 


送りを合わせたい印刷モード 

使用する調整パターン 

コウノウド2 

ラフ（コウヒンイ） 

シヨウサイ（コウヒンイ） 


調整方法 
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f # オクリチョウセイハ。 ターン 

UoK? _ 

♦⑩ 


0キーを押す 

選択された印刷モードで、メディア送0調整パターン 
「ラフ」が印刷されます。 


#オクリチョウセイハ。 ターン 
*シ> ッ コウチュウ 


メディア送0調整パターンの印刷を中止するときは、 
〔CANCEL ) キーを押して<ださい。 



印刷結果から、おおよそのメディア送0補正値を選ぶ 

99.00%〜101.00%の範囲を0.5%刻みで5つのパターンが印刷されますので、その中からおおよその補正値 
を選びます。 


^ メディア送り調整ノ V ° ターンの見方 

K 色を例に説明します。 

メディア送0補正値が小さい場合 メディア送0補正値が適正な場合 メディア送0補正値が大きい場合 


99 . 00 % 100 . 25 % 101 . 00 % 



横ラインの位置を目印に、パス 
のつなぎ目が重なっている 
(濃くなっている）場合は、補正 
値が小さい。 


パスのつなぎ目に重な0がなく、 
均一になっている場合は、補正 
値が適正。 


パスのつなぎ目が離れている 
(薄くなっている）場合は、補正 
値が大きい。 



STEP 2補正値を入力する 


#オクリホセイチ 

#Banner > 10 0.0 0% 


〇 



オクリホセイチ 

井 Banner 氺10 0.00 % 



井オクリホセイチ 

# B a n n e r *10 0.50% 


畢⑩ 


❿キーを押す 


メディア送0補正値を入力する 

@$キーで 桁を合わせ、 < S > キーで 数値を 
設定します。 


® キーを押す 



井オクリホセイチ 

井 Banner > 10 0.5 0% 

V > ■ 

畢 


< s > キーを押す 
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STEP 3 調整パターン「オクリチヨウセイパターン」の「シヨウサイ」を印刷する 


#オクリチョウセイハ。 ターン 
* ラフ（ヒヨウシ、' ュン 1) 


<s> 


B 


B 


B 


#オクリチョウセイハ。 ターン 
* ショウサイ（ヒヨウシ'' ュン 1) 


〇 


#オクリチョウセイハ。 ターン 
氺 0 K ? 


〇 


#オクリチョウセイハ。 ターン 
*シ'' ッコウチュウ 


<2>» < s > キーを押して、「シヨウサイ」の印 
刷モードを選択する 

「ラフ」と同じ印刷モードを選択してください。 


❿キーを 押す 


® キーを 押す 


選択された印刷モードで、メディア送り調整パターン 
「シヨウサイ」が印刷されます。 


P E |] 刷結果から、正式なメディア送り補正値を選ぶ 

入力した補正値に対して、 -0.1 2%〜 +0.1 2%の範囲を0.06%刻みで5つのパターンが印刷されますので、適 
切な補正値を選びます。 


STEP 4補正値を入力する 


#オクリチョウセイハ。 ターン 
>ラフ（ヒヨウシ、' ュン 1) 




B 


EI 


B 


□ 


#オクリホセイチ 

#Banner >1 0 0. 5 0% 


〇 


#オクリホセイチ 

#Banner 氺10 0. 50 % 


1 <s> 


#オクリホセイチ 

#B a n n e r *10 0. 56 % 


〇 


# オクリホセイチ 

#B a n n e r > 10 0.5 6% 


<2> キーを 押す 


® キーを 押す 


メディア送〇補正値を入力する 

$キーで桁を合わせ、<2>, キーで数値を 

設定します。 


® キーを 押す 


調整完了 

(CANCEL) キーを押すと、もとのオフライン状態に戻 
0ます。 



77 























































♦プリントヘッドの位置を調整する「ヘッド位置調整」 


各ブリントヘッドの主走査方向（メディアの左右）のブリントヘッド位置を K 5 ブリントヘッドを基準に調整 
します。「ヘッドイチチョウセイ」の印刷結果をもとに、補正値を入力します。 

■ 調整手順 

STEP 1調整パターン「ヘッドイチチョウセイ」を印刷する 


f 个インク 

トゥロク^ 

[令メティァ 

オクリ今 

- -V 


(.MENU) X2 




个ファンクション 

システム小 


令メカチョウセイ 

ヒータ今 

-^ 



#チョウセイ ハ。 ターン 


> ノス'' ルフ。リント 

- 


♦(I 



#チョウセイ ハ。 ターン 
* ノス'' ルフ。リント 



□ 

#チョウセイハ。ターン 


* へット'' イチチョウセイ 


畢❿ 

□ 

#チョウセイハ。ターン 


*0 K ? 


♦⑩ 


#チョウセイハ。ターン 

-^ 

*シ'' ッコウチュウ 

- -V 


本機をオフラインにし 、 CM E N U ) キーを 2 回押す 


キーを 押す 


® キーを 押す 


キーを押し、「* へツドイチチヨウセイ」 
を選択する 


® キーを 押す 


❿キーを 押す 


調整パターンが印刷されます。 


78 


IP - 7900/7700応用操作ガイド 












































「ヘッドイチチョウセイ」印刷サンプル 




STEP 2補正値を入力する 


#へット'' イチホセイチ 
#Y 1 >+00 


メカチヨウセイメニューを選択後、キーを 
押して「# へツ ドイチホセイチ」の表示にする 




B 

#へット'' イチホセイチ 

(>) 


# Lc 6 >+00 

を 


< 2 >, 


□ 


#へット'' イチホセイチ 
# Lc 6 *+00 


〇 


キーでプリントへッドの色を変更する 

ここでは例として Lc 6 プリントへッドを調整する場 
合を説明します。 

® キーを押す 

補正するプリントヘッドの色を確定させ、パラメータ 
を入力できる状態にします。 


「ヘッドイチチョウセイ」パターンの〇ち、基準となる K 5 プリントヘッドの線と設定したいプリン 
卜へッドの線が、もっとも合っているパターンの数値を入力する 

@$キーで桁を合わせ、 < S > キーで値を変更します。 


□ 


#へット'' イチホセイチ 
# Lc 6 >+02 


® キーを押す 


〇 


他の色についても同様に調整する 
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♦プリントへッドの左右のノズル位置を調整する「へッド左右調整」 


各ブリントヘッドの左右ノズル位置を調整します。「ヘッドサユウチョウセイ」の印刷結果をもとに補正値を入 
力します。 


■ 調整手順 

STEP 1調整パターン「ヘッドサユウチョウセイ」を印刷する 



B 

B 


个ィンク 
令メテ'' ィア 

トウロク si / 
オクリ今 

具 Cm 

E N U ) X 2 

个ファンクション 

システムル 

f メカチョウセイ 

ヒータ今 


#チョウセイ ハ。 ターン 

- Y 

>ノス'' ルフ。リント 

— 

- ろ 


畢⑱ 


B 

#チョウセイ ハ。 ターン 

* ノス'' ルフ。リント 



B 

j チョウセイ ハ。 ターン ’ 


* へット、' サユウチョウセイ 


♦⑩ 



チョウセイ ハ。 ターン 

UoK ? _ 

畢⑯ 


#チョウセイ ハ。 ターン 
*シ'' ッコウチュウ 


本機をオフラインにし、 ( menu ) キーを2回 
押す 


キーを 押す 


® キーを 押す 


キーを押し、「*ヘッドサユウチヨウセイ」 
を選択する 


❿キーを 押す 


❿キーを 押す 


調整パターンが印刷されます。 
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• 「へッドサユウチョウセイ」印刷サンプル 


少咐似4、パ\/ 


STEP 2補正値を入力する 


D 

井へット'、サユウホセイチ 

-^ 


# Y 1 >+00 

- -V 


<2> 


B 


#へット'' サユウホセイチ 

# M 7 >+00 


B 


#へット'' サユウホセイチ 
# M 7 ホ+00 


〇 


メカチヨウセイメニューを選択後、キーを 
押して「へツドサユウホセイチ」の表示にする 


y キーを押して、カーソルを移動し、, 
@キーでプリントへッドの色を変更する 

ここでは例として M 7 ブリントへッドを調整する場合 
を説明します。 

® キーを押す 

補正するブリントヘッドの色を確定させ、パラメータ 
を入力できる状態にします。 


「ヘッドサユウチヨウセイ」パターンの〇ち、各色プリントヘッドの2本線が1本に合わさつてい 
るパターンの数値を入力する 

@$キーで桁を合わせ、<2>, < S > キーで数値を変更します。 


□ 


#へット'' サユウホセイチ 

#M 7 >+02 


❿キーを押す 


〇 


他の色についても同様に調整する 



補正値は、各ブリントヘッドの2本線がもっとも合 
わさっている値を入力します。例えば 、 M 7ブリント 
へッドを設定する場合、右図では-21はずれています 
が、+2では1本に合わさつているので、「+2」を入力 
します。 


#へット'' サユウホセイチ 

# M 7 >+02 


■21 


+2 


t 

M 


調整する 
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♦往復のインク着弾位置を補正する「往復調整」 

各ブリントへツドの往復の着弾位置を調整します。 

■ 1卞_の流れ 


Stepl 

「オウフクチョウセイ」 
を印刷する 



補正値を 
読み取る 



Step2 

「オウフクホセイチ」 
に補正値を入力する 



Step3 

「オウフクカクニン」 
を印刷する 




補正値を 
読み取る 



左右、中央の 
補正値がズレ 
ていなければ 
調整完了 


ズレがある場合 


Step4 

「オウフクホセイチ」 
に新しい補正値 
を入力する 


Step5 

「オウフクカクニン」 
をもう一度印刷し、 
ズレがないか確認する 




■ 調整手順 


STEP 1調整パターン「オウフクチヨウセイ」を印刷する 


本機をオフラインにし、 ( menu ) キーを2回 
押す 



个インク 

トウロクル 

f メテ'' イア 

オクリ今 



个ファンクション 

システム小 

f メカチョウセイ 

--- 

ヒータ今 

- -V 




#チョウセイハ。ターン 
>ノス'' ルフ。リント 

畢❿ 


キーを 押す 


❿キーを 押す 


0 


井チョウセイハ。ターン 
* ノス'' ルフ。リント 



キーを数回押し、「*オウフクチョウセイ」 
を選択する 




往復調整パターン<対応モード> 


チヨウセイパターン 

インサツモード 

ガシツモード 

オウフクチヨウセイ1 

ヒヨウジユン1 
ヒヨウジユン2 
コウヒンイ 
コゥノゥド2 

モード4 

オウフクチヨウセイ2 

モード1 
モード2 

モード3 

オウフクチヨウセイ3 

ドラフト1 

オウフクチヨウセイ4 

フアインドラフト1 




井チョウセイハ。ターン 
* オウフクチョウセイ2 

畢⑱ 


0キーを 押す 
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□ 



0 キーを押す 


〇 


#チョウセイハ。 ターン 
*シ'' ッコウチュウ 


調整パターンが印刷されます。 


「オウフクチョウセイ△」印刷サンプル 


※印刷サンプルは「オウフクチョウセイ （L) △」のパターンですが、実際には （L)、（R) の2パターン印刷されます。 

STEP 2補正値を入力する 


メカチヨウセイメニューを選択後、キーを 
押して「オウフクホセイチ △ ® J の表示する 


u 

#オウフクホセイチ △ 

© XXXXXX 


#ccc 

>+00 


® : L 列、 R 列のいずれかを表示します 
XXXXXX : メディア名を表示します 
CCC :インク色•場所 
8色機モード時 


Y1 

:イエ□一 

K5 

:ブラック 

Lm2 :ライトマゼンタ Lc6 

:ライトシアン 

C3 

:シアン 

M7 

:マゼンタ 

Gy4 

:グレー 

Lg8 

:ライトグレー 

4色機モード時 



Y1 

:イエロー 

K5 

:ブラック 

M2 

:マゼンタ 

C6 

:シアン 

C3 

:シアン 

M7 

:マゼンタ 

K4 

:ブラック 

Y8 

:イエ□一 



B 


B 



(>) キーを押して、カーソルを移動し、, 
キーで調整するインクの色と場所を変更す 
る 

ここでは例として、 Glossy のオウフクホセイチ2の 
L 列 M 7 プリントへッドを調整する場合を説明します。 

® キーを押して補正するプリントへッドの色を 
確定させ、パラメータを入力できる状態にする 
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r オウフクチヨウセイ」パターンの〇ち、各色プリントへッドの2本線が1本に合わさつているパター 
ンの数値を入力する 


@$キーで桁を合わせ、<2>, < S > キーで数値を変更します。 


補正値は、各プリントヘッドの2本 
線がもっとも合わさっている値を入 
力します。 

例えば、 M7 プリントヘッドを設定 
する場合、右図では-21はずれてい 
ますが、+2では1本に合わさってい 
るので、 「+2J を入力します。 

オウフクホセイチ2 L G I ossy [ 

# M 7 >+02 




井オウフクホセイチ2 L Glossy 
#M 7 >+02 

畢⑩ 


® キーを 押す 


他のインクの色と場所についても同様に調整する 


STEP 3調整パターン「オウフクカクニン」を印刷する 



、インク 

トウロクル’ 

f メテ'' イア 

オクリ今 

- -V 


CM E N U ) X2 



本機をオフラインにし、 ( menu ) キーを2回 
押す 


个ファンクション 

システム小 

f メカチョウセイ 

is - 

ヒータ今 

- /J 



#チョウセイ ハ。 ターン 

-^ 

>ノス'' ルフ。リント 

- -V 


畢⑩ 


^キーを 押す 


❿キーを 押す 


B 


#チョウセイ ハ。 ターン 
* ノス'' ルフ。リント 



キーを数回押し、「*オウフクカクニン」 
を選択する 




往復調整確認パターン<対応モード> 


チヨウセイパターン 

インサツモード 

ガシヅモード 

オウフクカクニン1 

ヒヨウジユン1 
ヒヨウジユン2 
コウヒンイ 
コウノウド2 

モード4 

オウフクカクニン2 

モード1 
モード2 

モード3 

オウフクカクニン3 

ドラフト1 

オウフクカクニン4 

フアインドラフト1 
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❿キーを押す 


❿キーを押す 


調整パターンが印刷されます。 


メカチヨウセイメニューを選択後、<2> キーを 
押して r オウフクホセイチ △ ® j の表示にする 


Q キーを押して、カーソルを移動し、, 
キーで調整するインクの色と場所を変更す 
る 

ここでは例として、 Glossy のオウフクホセイチ2の 
L 列 M 7 プリントへッドを調整する場合を説明します。 


□ 


□ 


井チョウセイハ。ターン 
* オウフクカクニン2 


〇 


#チョウセイハ。ターン 
氺 0 K ? 


〇 


井チョウセイハ。ターン 

- 

*シ'' ッコウチュウ 

- -V 


「オウフクカクニン△」印刷サンプル 


STEP 4新しい補正値を入力する 


D 

#オウフクホセイチ △ 

© XXXXXX 


#ccc 

>+02 

-^ 


®:L 列、 R 列のいずれかを表示します 
XXXXXX : メディア名を表示します 
CCC :インク色•場所 

8色機モード時 


Y1 

:イエ□一 

K5 

:ブラック 

Lm2 :ライトマゼンタ Lc6 

:ライトシアン 

C3 

:シアン 

M7 

:マゼンタ 

Gy4 

:グレー 

Lg8 

:ライトグレー 

4色機モード時 



Y1 

:イエロー 

K5 

:ブラック 

M2 

:マゼンタ 

C6 

:シアン 

C3 

:シアン 

M7 

:マゼンタ 

K4 

:ブラック 

Y8 

:イエ□一 


□ 


#オウフクホセイチ2 L Glossy 
# M 7 >+02 
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オウフクホセイチ 2 L Glossy 
# M 7 氺+02 


® キーを押して補正するプリントへ ツ ドの色を 
確定させ、パラメータを入力できる状態にする 



下図を参照して左右、中央のパターンでズレがないか確認する 

ズレがある場合は、新しい補正値を入力します。 

@$キーで桁を合わせ、<5>, < S > キーで数値を変更します。 



左右、中央のパターンを見て、およそのズレ量を目視で測り、平均値を求めます。 
上記平均値に元の補正値を加えた数値が新しい補正値になります。 


P (例）左： 「+ 3」 ズレ、中央： 「+ 2」 ズレ、右： 「+1」 ズレ/元の補正値： 「+2」 の場合 
- 平均値=2 

-「平均値： 2」+「元の補正値：+2」=「+4」 

- 「+4 J を新しい補正値として入力します。 



井オウフクホセイチ2 L Glossy 
#M 7 >+04 

畢⑯ 


® キーを 押す 


他のインクの色と場所についても同様に調整する 


STEP 5 「オウフクカクニン」をも〇—度印刷し、左右、中央のズレがないか確認する 



「 STEP 3」、「 STEP 4」 を再度行う 
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♦エッジセンサの位置を補正する「エッジセンサ調整」 


エッジセンサ調整パターンを印刷して、エッジセンサ位置を補正します。印刷後、距離を測定し、パラメータ 
のセツトを行います。 


、インク 

トゥロクル1 

f メテ'' イア 

is - 

オクリ今 

- -V 


(MENU) X2 



□ 


B 



〇 



#チョウセイ ハ。 ターン 
* ノス'' ルフ。リント 




#チョウセイ ハ。 ターン 
* ェッシ '' センサチョウセイ 

畢 3) 



#チョウセイ ハ。 ターン 
權？ 

畢⑱ 



井チョウセイ ハ。 ターン 
*シ'' ッコウチュウ 


本機をオフラインにし、 ( menu ) キーを2回 
押す 


キーを 押す 


0キーを 押す 


キーを押し、「*エッジセンサチヨウセイ」 
を選択する 


® キーを 押す 


® キーを 押す 


調整パターンが印刷されます。 
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•「エッジセンサチョウセイ」印刷サンプル 


1 5mm 


508 ノズル 
(偶数へッド分空白） 



508 ノズル 
(全ノズル） 


印刷結果を判定する 

印刷結果の余白部分を直尺または定規で測定します。 
仕様 15 mm に対しての誤差を求めます。 

誤差が Omm であれば終了とします。 

誤差が Omm でない場合は、以下の手順で補正します。 


感 

V 

補正値の求め方 


♦15 mm を基準値として余白部分を計測し、補正値を求めます。 

<例> 

余白部分が 14 mm だった場合： -1.0 mm が補正値になります。 

余白部分が 16 mm だった場合： +1.0 mm が補正値になります。 

_ J 



ID 


个ファンクション 

システムル 

メカチョウセイ 

ヒータ+ 

1 @ 

#チョウセイハ。ターン 


>ノス'' ルフ。リント 




D 


#ェッシ '' センサイチホセイチ 
>±0_ Omm 


〇 



pt ェッシセンサイチホセイチ 

>±0. Omm _ * 

畢 ㈣ ，④ 


13 


f # ェッシ、' センサイチホセイチ 

>+0. 5 mm 


キーを 押す 


キーを押して「#エッジセンサイチホセイ 
チ」を選択する 


❿キーを 押す 


センサ調整パターンの印刷結果をもとに、エツ 
ジセンサ位置の補正値を入力する 


0キーを 押す 

$キーを押して、上位メニューに戻る 
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「クリーニングモード」を「モード2」で使用したときに、印刷途中に自動で行われるクリーニングの前後に印 
刷された画像のつなぎ目の位置を調整します。 

「モドシチョウセイパターン」の印刷結果をもとに、補正値を入力します。 

調整を行うときには、あらかじめ、「トウ□ク」メニューで「クリーニングモード」を「モード2」に設定して 
おいて < ださい。 

■ 調整手順 

STEP 1調整パターン「モドシチョウセイパターン」を印刷する 



<2> 


井モト、' シチョウセイハ。ターン 
>ヒヨウシ、' ュン1 


〇 


本機をオフラインにし、キーを押す 


キーを数回押し、「#モドシチヨウセイパ 
ターン」を選択する 


❿キーを押す 


#モト、' シチョウセイハ。ターン 
* ヒヨウシ'' ュン1 


<S> 


キーを押して、印刷モードを選択 

する 



井モト、' シチョウセイハ。ターン 
* コウヒンイ 


〇 


#モト、' シチョウセイハ。ターン 
氺 0 K ? 


〇 


® キーを押す 


® キーを押す 


チヨウセイパターン 

インサツモード 

ヒヨウジユン1 

ヒヨウジユン1 

=1ウヒンイ 

二!ウヒンイ 
コウノウド 

ドラフト1 

ドラフト1 

フアインドラフト 

フアインドラフト1 

ヒヨウジユン2 

ヒヨウジユン2 








♦自動クリーニング前後の画像のつなぎ目を調整する「戻し調整」 


調整する 



I ヅリ— 


こんなと含は 
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# チョウセイハ。ターン 
*シ> ッコウチュウ 


調整パターンが印刷されます。 


「モドシチョウセイパターン」印刷サンプル 


STEP 2補正値を入力する 


B 



<s> 



井モトシホセイチ 

-^ 


#PAPER >+0 0 0 0ハ° ルス 

- 


本機をオフラインにし、キーを押す 


キーを数回押し、「#モドシホセイチ」を 
選択する 


® キーを 押す 


g 戻し補正値を入力する 

@$キーで桁を合わせ、 < S > キーで数値を変更します。 
入力できる範囲は、± 2000パルス （1 mm = 400パルス）です。 


V.HIV 7 深 0 
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^ 戻し調整パターンの見方 

補正値は、調整パターンの横線が合わさるように設定します。 


値を大きくすると、パターンの間隔が狭ま13ます。 



値を小さくすると、パターンの間隔が広がります。 


B 

#モトシホセイチ 

- 


ホ PAPER >+0 4 0 0ハ°ルス 



^キーを 押す 


〇 


井モトシホセイチ 

#PAPER >+0 4 0 0ハ° ルス 



STEP 3 「モドシチョウセイパターン」をも〇—度印刷し、調整パターンの横線が合っているか確認する 
n 調整パターンの横線が合うまで、 「 STEP 1 J と fSTEP 2 J を繰り返す 


こんなとぎは 


調整する 



丨ヅ U — 
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_ヅリ_ 


个 インク 

- 

トウロクル 

f メテ、、ィァ 

オクリ 今 

- 


インクメニュ- 


CM E N U ) 




メディアメニュ- 


トウ□クメニュ_ 


令 


XXX インクサ、' ンリョウ： ZZZ % 
セイソ、、ウヒ、' : YY / MM/DD 


令 


切り替わる 


メテ、' ィアサ、' ンリョウ 
ZZZm 


£ 

切り替わる 


メテ、' イアサ、' ンリョウ 
ZZZm 


オモテ （ PAPER ) 
YYYYmm 


J6 

切り替わる 


メテ、' イアサ、' ンリョウ 
ZZZm 


口-ル （ PAPER ) 

-^ 

XXXXmm 

IV - 



シ-卜 （ PAPER ) 


YYYYmm 



へ、、 ース ( PAPER ) 

- 

YYYYmm 



ウラ （ PAPER ) 

YYYYmm 



# メテ'' ィアセンタク 

- 

>01 : PAPER 


1 

#メテ'' ィアメイ 


>01 : PAPER 


1 

#オクリホセイチ 

- 

>01：1 0 0. 0 0% 



#エッシ''力'' 一卜、' 

- 

>01:ショウ 


■ 

#メテ'' ィァオクリモート'' 


>01:シーケンス1 



01〜20 


6桁の文字入力 
(記号、英数字、カナ、他） 


097.00〜106.00% 


ショウ 
ミシヨウ 


シーケンス1 
シーケンス2 
シーケンス3 
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モート、、 1 
モ- 卜、、2 

モ-卜、、3 

±2000パルス 

(単位：約 2.5 jum ) 


0000〜9999 


1〜9 9秒 


+/— 、 一32〜+31 


+/— 、 一32〜+31 


+/—、 一32 〜+31 


-0. 3〜 +1. 0 
(単位： 0.1 mm ) 


1 5 C 〜 7 0 °C 
5 9 0 F 〜158° F 


1 5 °C 〜 5 5 °C 
59° F 〜131 。 F 


1 5 °C 〜 5 5 °C 
59° F 〜131 。 F 


モドス 
モドサナイ 


#カ ラース トライフ。 

- ^ 

>01:オン 

- 





12 3 4 

卜卜卜卜 
I I I I フ 
モモモモオ 


ンフ 

オオ 


ゥゥク 

ョユャフ 

キチ'ジオ 



















































































① 


② 


④ 


/\オクリメニュー 


▼ 


#オウフクホセイチ3 R PAPER 
> 01:+00 


#オウフクホセイチ4 L PAPER 
> 01:+00 


#オウフクホセイチ4 R PAPER 
> 01:+00 


#メテ'' ィアサ、' ンリョウ 

-^ 

>01 : YYYm 



# メテ'' ィアサクシ'' ヨ 
>02 : TYPE 02 OK ? 


#ハ。ラメータコヒ。ーモト 
>01 


#ハ。ラ メータ コヒ。 ー サキ 
>01— 02ネ 


#オクリチョウセイハ。ターン 

>ラフ（ヒヨウシ'' ユ 

ン 1) 



_#オクリホセイチ 


#PAPER >1 0 0. 0 0% 

— 


#モト'' シチョウセイハ。ターン 
>ヒヨウシ'' ュン1 


#モト'' シホセイチ 
#PAPER > + 0 0 0 0ハ° ルス 


+/-、-32〜+31 

+/-、-32〜+31 

+/—、一32〜+31 


〇〜9 9 9 m 
〇〜32 7 8 f t 


01〜20 


01〜20 


ラフ（ヒョウシ、' ュン 1) 

ラフ（コウヒンイ） 

ラフ（ヒョウシ'' ュン 2) 

ラフ（卜'' ラフト 1) 

ラフ（ファイント、、ラフト） 

ショウサイ（ヒョウシ'' ュン 1) 
ショウサイ（コウヒンイ） 

ショウサイ（ヒョウシ'' ュン 2) 
ショウサイ（卜、' ラフト 1) 

ショウサイ（ファイント'' ラフト) 


9 7. 0 0〜1 0 6. 0 0% 


ヒヨウシ'' ユン1 
コウヒンイ 
卜'' ラフト1 
ファイント'' ラフト 
ヒヨウシ'' ュン2 


±2000パルス 

(単位：約 2.5 jum ) 
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① 


个ハ''ツクフーイド、 

フィ-ド、ル 

バックフイードメニュー 

ハ' ックフイート、チュウ 

◊クリーニング 

サーヒ ''ス+ 2 


-^ 



クリーニングメニュ- 


フイードメニュ _ 


サービスメニュ- 


唆 


(MENU) 


个ファンクション 

システムル 

f メカチョゥセィ 

ヒータ今 


フアンクシヨンメニユ- 


メカチヨウセイメニユ ■ 


⑦ 


#クリーニンク'' 
>ッウシ'、ヨウ 


フイート、チュウ 


#キヤッフ。クリーニンク'' 

> 


#ヘッドカクニン 

> 


#フィルキヤッフ。 

> 


#メニューインサツ 

> 


#エラー ロク '' インサツ 

> 


#リレキインサツ 

> 


⑧ 


ツウシ、、ヨウ 
キョウリョク 


、サ-ビス 


>サーヒ '' スクリーン 




#イロキリカエ （8 シヨク —4 シヨク） 

> 



サーヒ '' スクリーン 
へットウォッシユ 
シヨキシ '' ユウテン 
シ '' ユウテン（インクパック） 
キャップ CL ジユウテン 
へット、、クリーニング 



[/ ( 

#チョウセイハ。ターン 


>ノス'' ルフ。リント 

> 


ノズルプリント 
チョウセイカクニン 
へッドイチチョウセイ 
へッドサユウチョウセイ 
オウフクチョウセイ1 
オウフクチョウセイ2 
オウフクチョウセイ3 
オウフクチョウセイ4 
エッジセンサチョウセイ 
へッドイチカクニン 
オウフクカクニン1 
オウフクカクニン2 
オウフクカクニン3 
オウフクカクニン4 
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⑦ 


#へット'' イチホセイチ 
# Y 1 >+00 


#ヘッド、サユウホセイチ 

# Y 1 >+00 


#オウフクホセイチ 1 L PAPER 
# Y 1 >+00 


#オウフクホセイチ 1 R PAPER 
# Y 1 >+00 


#オウフクホセイチ 2 L PAPER 
# Y 1 >+00 


#オウフクホセイチ 2 R PAPER 
# Y 1 >+00 


#オウフクホセイチ 3 L PAPER 
|# Y 1 >+00 

[ 

オウフクホセイチ 3 R PAPER 
# Y 1 >+00 


#オウフクホセイチ 4 L PAPER 
# Y 1 >+00 


#オウフクホセイチ 4 R PAPER 
# Y 1 >+00 


#ェッシ '' センサイチホセイチ 
>+0. 0mm 

IV — 


+/-、-32〜+31 

+/-、 -32 〜+31 

+/-、-32〜+31 

+/-、-32〜+31 

+/-、 -32 〜+31 

+/-、-32〜+31 

+/-、 -32 〜+31 

+/-、-32〜+31 

+/-、 -32 〜+31 

+/-、 -32 〜+31 

-5. 〇〜 +5. Omm 


システムメニュ- 




⑨ 


JAPANESE 

ENGLISH 

FRENCH 

ITALIAN 

GERMAN 

SPANISH 

PORTUGUESE 


- 12 〜 +12 


ミリ 

インチ 
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⑦ 


⑨ 





セツシ 
カシ 

オン 

オフ 


オン 

オフ 


オン 

オフ 


0 0 〇〜2 5 5 


HIGH-SPEED 

FULL-SPEED 


キヨウ（テ'' フオルト） 
シ''ヤク 


0フン 
30フン 
60フン 
120フン 
エント'' レス 


こんなとぎは 


調整する 


メニユ丨ツリ丨 
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あ 

厚いメディアに印刷したい . 31 

い 

インクの残量 . 22 

印刷モード . 47 

印刷抜け . 48 

色交換セット . 52 

色切り換え . 52 

ぅ 

(メディアの）浮き上がりを防止したい . 30 

え 

エッジセンサ . 78 

お 

オウフクカクニン . 73 

オウフクチョウセイ . 73 

メディアを送りたい . 33 

オクリチョウセイ . 66 

往復調整 . 73 

か 

ガシ ツモー ド . 64 

き 

キャップ CL ジュウテン . 50 

強力（キヨウリヨク）クリーニング . 48 

< 


サービスクリーン . 

左右の余白をできるだけなくしたい 

し 

シート（カツト）メディア . 

白スジが入る . 


スマートパステクノロジ •• 

洗浄液セット . 

縦スジ . 

電源をオフする . 

(メディアを）登録したい 
ドラフト1 . 


す 


せ 


た 


て 


と 


に 

ニジミが入る . 

の 

ノズル詰まり . 

は 

(メディアの）張り付きをなくしたい 


黒スジが入る 


44 


ひ 


け 


警告音 




(メディアを） コピーしたい 

コウノウド . 

コウヒンイ . 


さ 


ヒー タコント ロー ルメニュ- 

ヒータ 温度設定 . 

ヒヨウジュン1 . 

ヒヨウジュン2 . 

32 ヒータの 設定 . 

47 ふ 

47 

プリセットメディア初期値…… 

フ アイン ドラフト1 . 

フイルキャップ . 


9 

28 


36 

43 


64 


14 


46 


8 


26 

47 


46 


48 


30 


61 

60 

41 

47 

60 


27 

47 

49 
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へ 

ヘッドイチチョウセイ . 69 

ヘッドウォッシュ . 74 

ヘッドウォッシュ後のインク充填 . 79 

ヘッドサユウチョウセイ . 77 

へ、ンド、位置調整 . 69 

へッド左右調整 . 77 

め 

メディアの残量 . 23 

メディア送り量 . 66 

メニューツリー . 80 

も 

メディアを戻したい . 33 

よ 

(登録したメディアを）呼び出したい . 28 

汚れが入る . 45 

アルファベット 

F 

F/W のバージョンを確認したい . 25 

U 

USB の接続状態を確認したい . 24 



索 

引 


I ヅリ— 


調整する 


こんなと含は 
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